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【資料編】 



１． 事業の概要 

 

１-１ 事業の目的 

仙台市においては、公共交通離れ、特にバス離れが進み、市交通局の１日平均のバス

乗降者数は、ピーク時（昭和 55 年度）の 305 千人から、平成 20 年度は 107 千人へと大

きく減少している。最近では親が公共交通を利用しないために、子供の頃から公共交通

を利用する機会が減り、公共交通を利用した経験の無い小学生が増えてきている。 

 

そのため、小学生に交通と環境について学ぶ機会を創出し、小学生の意識と行動を環

境に配慮したものに変え、将来の公共交通利用者へと育成することを目的に、公共交通

と環境教育が連携して小学校教育の一環として実施できる枠組みを構築していくことを

目指し、平成 22 年度より「仙台市小学生交通環境学習推進委員会」を設置し、検討して

きた。 

 

「仙台市小学生交通環境学習推進委員会」では、小学校 6 年間の学習目標として、「公

共交通を交通手段のひとつとして考えられる」ように段階に応じた学習目標を設定する

とともに、新たな教科として「交通環境学習」を小学校に提案するのではなく、既存の

教科に「交通環境学習」を組み込み、プラスすることで、小学校が取り組みやすく、実

効性の高いプログラムとなるよう平成 25 年度まで検討を行う予定である。 

 

本事業は、このような取り組みを広範囲に継続的に進めていくために、公共交通と環

境教育が連携して小学校教育の一環として実施できる枠組みを構築していくことを目的

に、平成 22 年度より 3 ヵ年（平成 23 年度は、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大

震災の影響により一時休止）で実施するものである。 

 

平成 22 年度は、学識経験者、ＮＰＯ、学校関係者、東北運輸局、交通エコモ財団、行

政（教育局、環境局、都市整備局）などからなる委員会を立ち上げ、効果的な「交通環

境学習」を考案し、小学校教育の一環として位置付けられるような枠組みの構築を目指

し、各学年の教材案を検討し、実際に学校現場で試行した（鶴巻小学校 1・3・5 年生、

広瀬小学校 2 年生）。 

 

平成 23 年度は、市単独で、平成 22 年度に製作した教材を改良しながら、鶴巻小学校 2

年生、及び茂庭台小学校 2 年生を対象に、モデル授業として事前授業と体験授業を試行

し、「仙台市小学生交通環境学習推進委員会」にてその報告を行っている。 

 

本年度（平成 24 年度）は、過年度の試行による課題を踏まえ、小学校低学年（1･2 年

生）、小学校中学年（3･4 年生）、小学校高学年（5･6 年生）各々の学習教材をブラッシュ

アップ版を作成した上で、それらをもとにモデル授業を試行し、効果を検証するととも

に、普及させていく学習内容を概ね確定させる。  
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１-２ 事業の流れ 

本事業全体の流れは、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１ 事業全体の流れ 

■第１回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会 

第１～３回 作業部会（授業計画、学習教材の検討） 

■第２回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（中間報告） 

授業計画・学習教材に基づく授業の実施 

■第３回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（実施報告） 

第４回 作業部会（今年度の振り返り、次年度以降の授業計画） 

平成２４年度 実施校との調整 

（組み込む教科単元、学習項目、学習教材の検討） 

第５回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（取組方針の確認） 

平成２６年度以降 広範囲で継続的な交通環境学習の実施へ 

【平成２２年度】 

【平成２４年度】

全市的な普及・継続的な取り組みへ向けての方策 

【平成２５年度】 

作業部会の開催（効果検証等） 

第６回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（学習内容の確認） 

第５回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会作業部会 

【平成２３年度】 

授業計画・学習教材（見直し案）に基づく授業の実施 

■第４回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（実施報告） 

授業計画の立案・教材の作成・授業の実施 

第７回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（年度報告） 
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２． 今年度の実施方針 

 

２-１ 基本的な考え方 

１） 目標 

小学生交通環境学習の 6 年間を通じての目標は「公共交通を交通手段の一つとして考

えられる」ようになる児童を育てる事である。 

その際低学年(1・2 年生)、中学年(3・4 年生)、高学年(5・6 年生)と大きく 3 段階に分割

し、それぞれの段階に応じ、低学年「公共交通を身近に感じる」、中学年「公共交通でお

でかけできる」、高学年「公共交通を賢く使える」と目標を設定し、全体の目標に段階的

に近づけていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１ 段階的目標設定の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２ 昨年度末に設定した段階的な目標 

 

 

学 年

学
習
内
容

段階に応じた
学習目標の設定

６年間を通じた
学習の一貫性

低学年

公共交通を
身近に感じる

中学年

公共交通で
おでかけができる

高学年

公共交通を
賢く使える

【全体の学習目標】
公共交通を交通手段の
一つとして考えられる

特に学校側と共通認識を図るべきポイント 
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図 2-2 に示すとおり、昨年度末に設定した各段階におけるそれぞれの目標の、今年度授

業への具体的な取り込みとしては、表 2-1 の通りである。 

 

公共交通の役割を大きく「環境負荷の軽減」と「まちづくりへの貢献」の 2 つに分け、

前年度、設定しつつも達成できなかった内容及び、新規に設定した内容について、特に

重視して取り組み内容を検討した。 

 

表 ２-１ 今年度設定した段階的な目標と対応する取り組み内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

低学年 中学年 高学年

学習目標 公共交通を身近に感じる
公共交通に親しみながら、
公共交通に乗れるようになる

公共交通でおでかけできる
公共交通を使い、目的の
場所まで行けるようになる

公共交通を賢く使える
ケースに合わせ、交通手段
を賢く選択できるようになる

学習内容
青字：達成できていない内容

赤字：課題への対応として、
新規設定した内容

①：公共交通の環境面への
役割に関する内容
②：公共交通のまちづくり面
への役割に関する内容

・色々な交通手段を知る
・公共交通を知る
・乗り方、降り方を学ぶ
・公共交通利用のマナーを知る

①公共交通の利用は、環境にも
よいことを知る

・公共交通でのおでかけ
◇目的地までの行き方

を調べる
◇時刻、運賃等を調べる
◇実践する

②公共交通とまちづくりの
関係を知る

①公共交通と環境の
関係を知る

①②色々な交通手段のそれぞれ
の長所、短所を知る

◇環境面
◇時間面
◇安全面
◇経費面
◇健康面 等

②公共交通の役割を知る
・交通手段の選び方を考える

取
り
組
み
内
容

継続して
取り組む内容

・模擬乗車体験ｸﾞｯｽﾞで事前学習

・バスノートを用い乗降車法、マ
ナーの学習

・バスの時刻調べを用い、バスの
時刻や運賃の調べ方を学習

・バスの時刻調べを用い、バスの
時刻や運賃の調べ方を学習

未達成の学習に
対する取り組み

内容

-

・公共交通と自家用車の長所短
所を教える中で、自動車を運転で
きない人の移動手段になっている
ことを教育

・既存の教材にコラム的に交通と
環境の話を追加

・環境面、公共交通の役割等、多
面的な理由からのバスの是非に
ついて討論形式の授業を実施

新規設定学習に
対する取り組み

内容

・写真等を用い、温暖化、温暖
化によって世界で起こっている
問題等を教える内容に

・公共交通が温暖化対策になり
うることを教える内容に

・紙芝居を利用し、公共交通が環
境にやさしいことを教育

・外部講師による交通と環境とい
う内容の講話

-

2 - 2



 

２） 交通環境学習の取り組みスキーム 

平成 26 年度以降、全市的な取り組みとするための前提として以下の点に留意する。 

 ・先生の負担を軽減する 

 ・どの学校でも、どの先生でも実施できるよう汎用性を高くする 

今年度を含む取り組み期間中にモデル校の協力を得て、モデル授業を実施、課題抽出

ブラッシュアップを経て、仙台市より提供する交通環境学習用の教材等を確定させ、平

成 26 年度以降に繋げる。 

今年度においては、過年度までに得られている教材に対する課題に対しブラッシュア

ップを行った。また、それらの教材を使用したモデル授業をひとつのパッケージ(教材+

カリキュラム)として整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３ 交通環境学習の取り組みスキーム 
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模擬
料金箱

電子
教材

環境
紙芝居

＜小学校＞

［先生方の利点］
・既存の授業計画の枠組みで実施可能
・授業の準備時間の短縮

［小学校の利点］
小学生、地域にあった

授業が実施可能

学習教材・学習計画(案)を参考にし、交通環境学習を実施

模擬
料金箱

環境
紙芝居

交通環境についての
学習内容・学習教材を検討

＜交通環境学習の教材群＞＜委員会＞

学習計画
（案）

指導の
手引き

授業計画

モデル授業
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２-２ 実施フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ 取り組みの実施フロー 

 

  

低・中・高学年 

教材・授業計画作成 

授業実施 

実施校との調整・過年度の課題整理 

第 5 回委員会の開催 

報告書とりまとめ 

広報の実施・実施校との調整 

4/中～6/中Ｈ24 年度 

6/下～7/上

7/13

7/中～11/上

11/９

11/中～12/上

12/中～1/下

1/下～３/中

広報・実施校への教材等提供 

教科単元、学習項目、学習教材の検討 

Ｈ25 年度 

Ｈ26 年度以降 

第 7 回委員会の開催 

第 8～10 回委員会の開催 

３/２１

作業部会 委員会 

実施校 

ごとに 

内容調整

授業の実施・効果検証・枠組み構築 

今年度の

取組内容

の確認 

教材・授業

計画内容

の調整 

第 6 回委員会の開催 

今年度の

学習内容

の確認 

効果検証（アンケート集計・分析） 

結果報告

確認 

取組確認

結果報告

枠組構築

全体のブ
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アップ 

低・中・高学年 

授業実施 

作業部会の開催 1/２９

課題抽出 

先生からの

意見収集 
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２-３ 実施体制 

基本的には、学識者、小学校教員、事務局による作業部会において学習内容の検討や

教材の作成を行い、小学校教員により交通環境学習の授業（計画から実施まで）を試行

していただく。 

仙台市小学生交通環境学習推進委員会においては、作業部会で検討された学習内容や

学習教材についての効果検証結果をもとに協議を行い、それらの策定や普及に向けた枠

組みを構築するものである。 

本事業は、委員会の運営補助や協議資料作成、判断材料となる効果検証、および普及

に向けた広報資料の作成の面で、これらの取組を支援するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-５ 実施体制 

 

表 ２-２ 仙台市小学生交通環境学習推進委員会 委員名簿（敬称略） 

  所 属 ・ 役 職 名 氏   名 

学識経験者 東北工業大学 工学部建設システム工学科 准教授 菊池
き く ち

 輝
あきら

 

学識経験者 宮城教育大学 大学院教育学研究科 教授 吉村
よしむら

 敏之
としゆき

 

市民団体等 ＮＰＯ法人 まちづくり政策フォーラム 理事 足立
あ だ ち

 千佳子
ち か こ

 

市民団体等 財団法人 みやぎ・環境とくらし・ネットワーク 理事 門田
か ど た

 陽子
よ う こ

 

市民団体等 ＮＰＯ法人 まなびのたねネットワーク 代表理事 伊勢
い せ

 みゆき 

小学校関係 
仙台市立虹の丘小学校 校長 

（仙台市小学校教育研究会 生活科・総合的な学習研究部会 会長） 
西嶋
にしじま

 茂雄
し げ お

 

小学校関係 
仙台市立台原小学校 校長 

（仙台市小学校教育研究会 社会科部会 会長） 
佐藤
さ と う

 豊喜
と よ き

 

行政機関 国土交通省東北運輸局交通環境部環境課 課長  

行政機関 仙台市教育局学校教育部教育指導課 課長  

  

実施体制

仙台市小学生
交通環境学習推進

委員会

低学年 中学年 高学年 交通環境学習

の実践

事務局（公共交通推進課）事務局（公共交通推進課）

作 業 部 会

委員会の役割

学習の実施方針の策定
学習内容の策定
学習教材の策定

普及に向けての検討

委員会の役割

学習の実施方針の策定
学習内容の策定
学習教材の策定

普及に向けての検討

作業部会の役割

６年間を通じた学習内容の検討
学習教材の作成

＜構成員（案）＞
・学識者

・小学校教員（６名程度）
・事務局

作業部会の役割

６年間を通じた学習内容の検討
学習教材の作成

＜構成員（案）＞
・学識者

・小学校教員（６名程度）
・事務局

支
援

交通エコロジー・
モビリティ財団
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２-４ モデル授業内容の検討 

１） 実施校について 

今年度は下表の学校・学年においてモデル授業を実施する。 

 

表 ２-３ 実施校・学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-６ 実施校の位置 

 

  

低学年 中学年 高学年

鶴巻小学校 2年生 4年生 －

広瀬小学校 2年生 － －

茂庭台小学校 － 3年生 －

台原小学校 － － 5年生

虹の丘小学校 － － 5年生
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２） 実施内容検討の流れについて 

モデル授業実施校それぞれにおいて、授業内容の検討を下図のようなフローに従って

行った。実施内容については第 3 章を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-７ モデル授業実施校との内容検討フロー 

 

３） 過年度に挙がった課題と対応 

昨年度までに挙がっていた課題及び、課題に対する今年度の対応方針を以下の表に示

す。 

表 ２-４ 過年度までにあげられた課題点と対応方針 

 

実施校・先生への趣旨説明 

授業計画の作成 

各学校に応じた教材の作成等

打合せ 

授業計画確認・必要教材等の相談 打合せ 

教材・進行についての確認 打合せ 

授業実施 

内容の合意

Yes

NO 

① 低学年の目標「公共交通を身近に感じる」
に対し、アンケートのどの部分で評価してい
るか。

② 乗り方や降り方だけではなく、公の場での
振舞い方も一緒に身に付けていく内容に。
また、アンケート項目も加味した内容に。

③ 子供達に「公共交通の利用は楽しく、勉強
になり環境にも役立つ」ことを気づかせる内
容に。

④ どの場面でどの教材を使うか分かれば、教
材に不足している内容が見えてくる。

⑤ 保護者にも関心を持ってもらうために、参加
（見学や引率等）してもらっては。

⑥ 体験授業後の振り返り学習を行なう必要が
ある。

⑦ 公共交通の役割を認識させる内容に。

① 過年度の調査結果を踏まえ、各学年の目
標に対してのアンケートでの評価項目や設
問内容を再検討する。

② 乗車マナーについて更なる充実を検討し、
アンケートへも反映させる。

③ 「公共交通の楽しさ」や「環境にも役立つ」
ことを気づかせる内容を検討する。(子供に
興味を持たせるよう、授業内容を工夫)

④ 既存教材の使用場面を整理した上で、不足
している内容の確認を行う。

⑤ 保護者の参加形態について検討する。

⑥ 学年に応じた振り返り学習の内容を検討す
る。

⑦ 各学年に応じ、公共交通の役割を伝える学
習内容を検討する。

今年度の対応方針委員からの主な意見
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３． 交通環境学習の実施 

 

本章では実際に行った全 5 校 6 学年のモデル授業について、実施内容及び使用教材を

紹介する。 

なお、全授業一覧表は下記のとおりであり、次頁より各授業の詳細について、章末に

今年度使用した教材を記載する。 

 

表 ３-１ モデル授業概要一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広 瀬 小 学 校

鶴 巻 小 学 校

茂 庭 台 小 学 校

台 原 小 学 校

虹 の 丘 小 学 校

・4年生にて実施
・総合的な学習
・事前学習として、公共交通について・紙芝居等の教材を用
い、公共交通と自家用車のメリットデメリット(まちづくりへの
寄与、環境面含む)を学び、違いについて考える。
・また、バスの時刻調べを用い、市営バスの時刻の調べ方
を学ぶ
・校外学習で路線バス(貸切)に乗り、葛岡ごみ処理場へ
行った。

・3年生にて実施
・理科、総合的な学習
・事前学習として、バスノート等の教材や寸劇を通して、マ
ナーや乗降方法を学ぶとともに、どのような人の役に立って
いるかを学ぶ。
・校外学習で路線バス(増発便)に乗り、科学館へ行った。
・事後学習で外部講師を招き、交通と温暖化の関わりにつ
いて学ぶ。

・5年生にて実施
・社会科(6年生修学旅行時の自由行動の練習)
・事前学習として、自分たちで市内の施設数か所を回る計
画を立て、その移動手段をバスの時刻調べを用いて交通
局HPにて調べる。
・発着時刻等と一緒に表示される移動距離を控えておき、
概算で「自家用車で動いた場合」「公共交通で動いた場合」
の二酸化炭素排出量を計算。その後環境に関するコラムを
読み、公共交通の環境面での利点を学ぶ。

・5年生にて実施
･国語科
・パネル討論会のテーマとして「バスは必要か不要か」を採
用。
・不要派、お年寄りのために必要派、環境のために必要派
等、いろいろな立場に分かれて討論することで、移動手段
に対する自分の考えを深める。
・討論会の導入として、教材を用いて環境面や利便性等、
様々な面でのバスの長所・短所を知る。

・色々な交通手段のそれぞれの長所・短所を知る
　◇環境面
　◇時間面
　◇安全面
　◇経費面
　◇健康面　　等
・公共交通の役割を知る
・交通手段の選び方を知る

取
り
組
み
内
容

全体の学習 目標 公共交通を交通手段のひとつとして考えられる

学 習 目 標

低学年 中学年 高学年

公共交通を身近に感じる

・公共交通に親しみながら、公共交通に乗れるようになる。

公共交通でお出かけができる

・公共交通を使い、目的の場所まで行けるようになる。

公共交通を賢く使える

・ケースに合わせ、公共交通手段を賢く選択できるようにな
る。

・2年生にて実施
・生活科
・校外学習の事前学習として、バスノートや模擬運賃箱を利
用した乗降方法、マナーの学習の他、実際のバスを利用し
た乗車体験を行った。
・校外学習では、実際の路線バスに乗り、愛子駅前まで移
動し、駅・図書館へ行った。

・2年生にて実施
・生活科、道徳
・事前学習として、バスノートや模擬運賃箱等の教材を利用
した乗降方法、マナーの学習の他、実際のバスを利用した
乗車体験を行った。
・道徳の単元にて、温暖化によって地球上の動物たちが
困っていることと絡め、公共交通の環境影響面について学
習
・校外学習では、路線バス(貸切)に乗り、科学館へ行った。

学習内容
青字：達成できていない内容
赤字：課題への対応として、
新規設定した内容

・色々な交通手段を知る
・公共交通を知る
・乗り方、降り方を学ぶ
・公共交通利用のマナーを知る
・公共交通の利用は環境にも良いことを知る

・公共交通でのおでかけ
　◇目的地までの行き方を調べる
　◇時刻、運賃等を調べる
　◇実践する
・公共交通とまちづくりの関係を知る
・公共交通と環境の関係を知る
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３-１ 広瀬小学校(2 年生) 

１） 授業概要 

 

広瀬小学校 2 年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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広
瀬

小
2年

の
取

り
組

み
概

要

概
要

モ
デ

ル
校

/学
年

広
瀬

小
学

校
/

2
年

生

取
り

組
み

の
目

標
●

バ
ス

と
は

ど
ん

な
も

の
か

、
バ

ス
の

乗
り

方
降

り
方

、
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
、

バ
ス

を
よ

り
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

●
模

擬
乗

車
体

験
を

通
し

、
乗

車
か

ら
降

車
ま

で
学

習
す

る
。

●
バ

ス
が

環
境

に
良

い
乗

り
物

で
あ

る
こ

と
を

知
る

●
校

外
学

習
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
あ

わ
せ

、
実

際
に

バ
ス

に
乗

り
、

学
ん

だ
こ

と
を

実
践

す
る

使
用

教
材

(仙
台

市
よ

り
提

供
)

①
バ

ス
ノ

ー
ト

(P
P

T
形

式
)

②
模

擬
運

賃
箱

(ﾀ
ﾞﾝ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
製

)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
・
テ

レ
ビ

、
パ

ソ
コ

ン
・バ

ス
(路

線
バ

ス
貸

切
り

)

実
施

教
科

生
活

科

学
習

の
タ

イ
プ

実
践

学
習

標
準

時
数

2
(+

校
外

学
習

2
校

時
)
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学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 よ り 提 供)

S
T
E
P
1
：

バ
ス

の
乗

り
方

降
り

方
と

マ
ナ

ー
(事

前
学

習
①

)
(1

校
時

)
・

教
材

①
「

バ
ス

ノ
ー

ト
」

を
使

用
し

、
バ

ス
の

乗
り

方
や

降
り

方
、

乗
車

中
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
知

る

・
模

擬
運

賃
箱

を
使

っ
て

、
バ

ス
料

金
の

払
い

方
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

・
C

N
G
バ

ス
等

、
バ

ス
の

環
境

に
や

さ
し

い
工

夫
等

を
知

る

S
T
E
P
3
：

校
外

学
習

(2
校

時
)

・
実
際
に
走
っ
て
い

る
路
線
バ
ス
に
乗
っ

て
み
る
こ
と
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
実
践
す

る

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

S
T
E
P
2
：

バ
ス

の
乗

り
方

と
降

り
方

(シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

)(
事

前
学

習
②

)
(1

校
時

)
・

実
際

の
バ

ス
を

貸
切

り
、

校
庭

に
て

乗
車

か
ら

降
車

ま
で

の
流

れ
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

(・
バ

ス
の

運
転

手
さ

ん
に

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
形

式
で

お
仕

事
に

つ
い

て
等

の
質

問
を

す
る

)

教
材

①
「
バ

ス
ノ

ー
ト
」

教
材

②
「
模

擬
運

賃
箱

」
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①
バ

ス
の

乗
り

方
、

降
り

方
を

知
る事

前
学
習
（
平
成
2
4
年
9
月
3
日
）

②
バ

ス
の

車
内

マ
ナ

ー を
考

え
る

③
バ

ス
に

つ
い

て
知

る

④
教
室
内
で
バ
ス
の
模
擬
乗
車
体
験

・
運
賃

箱
の
お
金

を
入
れ

る
場
所
を

確
認

・
バ
ス

の
マ
ナ
ー

を
代
表

児
童
で
練

習

⑤
校
庭
で
実
際
の
バ
ス
で
乗
降
練
習

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①
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校
外
学
習
（
平
成
2
4
年
9
月
7
日
）

②
路

線
バ

ス
乗

車
（

広
瀬

小
学

校
前

 
愛

子
駅

前
）

③
広

瀬
図

書
館

へ
移

動
、

見
学

①
小

学
校

か
ら

バ
ス

停
へ

移
動

④
愛
子
駅
へ
移
動
、
見
学

⑤
路
線
バ
ス
乗
車

（
愛
子
駅
前

 
広

瀬
小

学
校

前
）

⑥
バ
ス
停
か
ら
小
学
校
へ
移
動

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②
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２） 授業計画(先生作成) 

 

モデル授業実施に際し、担当の先生方に作成頂いた学習指導案を次頁以降に示す 
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３-２ 鶴巻小学校(2 年生) 

１） 授業概要 

 

鶴巻小学校 2 年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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鶴
巻

小
2年

の
取

り
組

み
概

要
概

要

モ
デ

ル
校

/学
年

鶴
巻

小
学

校
/

2
年

生

取
り

組
み

の
目

標
●

バ
ス

の
乗

り
方

降
り

方
、

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

、
バ

ス
を

よ
り

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
●

校
外

学
習

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

あ
わ

せ
、

実
際

に
バ

ス
に

乗
り

、
学

ん
だ

こ
と

を
実

践
す

る
●

地
球

温
暖

化
と

交
通

に
は

関
係

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
バ

ス
利

用
が

環
境

を
守

る
事

に
も

つ
な

が
る

こ
と

を
知

る

使
用

教
材

(仙
台

市
よ

り
提

供
)

①
バ

ス
ノ

ー
ト

(P
P

T
形

式
)

②
模

擬
運

賃
箱

(ﾀ
ﾞﾝ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
製

)
③

シ
ロ

ク
マ

た
ち

を
助

け
よ

う
(仙

台
市

か
ら

は
動

物
た

ち
が

困
っ

て
い

る
写

真
の

み
提

供
)(

P
P

T
形

式
)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
・
テ

レ
ビ

、
パ

ソ
コ

ン
・
教

材
③

の
作

成
、

写
真

の
加

工
等

(P
P

T
形

式
)

・模
擬

発
券

機
(ﾀ

ﾞﾝ
ﾎ

ﾞｰ
ﾙ

製
)

実
施

教
科

生
活

科
、

道
徳

学
習

の
タ

イ
プ

実
践

学
習

、
座

学

標
準

時
数

2
(+

校
外

学
習

)

3 - 14



学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 よ り 提 供)

S
T
E
P
1
：

バ
ス

の
乗

り
方

降
り

方
と

マ
ナ

ー
(事

前
学

習
①

)
(1

校
時

)
・

教
材

①
「

バ
ス

ノ
ー

ト
」

を
使

用
し

、
バ

ス
の

乗
り

方
や

降
り

方
、

乗
車

中
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
知

る

・
模

擬
運

賃
箱

・
模

擬
発

券
機

を
使

っ
て

、
バ

ス
に

乗
る

と
こ

ろ
か

ら
、

降
り

る
ま

で
を

学
習

す
る

S
T
E
P
3
：

校
外

学
習

(2
校

時
)

・
バ
ス
に
の
っ
て
校

外
学
習
に
出
か
け
る

・
乗
車
券
を
実
際
に

取
り
、
模
擬
の
お
金

と
一
緒
に
運
賃
箱
へ

入
れ

る
(貸

切
バ

ス
)

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

S
T
E
P
2
：

シ
ロ

ク
マ

た
ち

を
た

す
け

よ
う

(事
前

学
習

②
)

(1
校

時
)

・
温

暖
化

に
よ

り
困

っ
て

い
る

動
物

た
ち

を
助

け
る

た
め

に
は

何
が

で
き

る
か

を
考

え
る

・
バ

ス
(公

共
交

通
)を

利
用

す
る

こ
と

で
も

、
動

物
た

ち
を

助
け

る
こ

と
に

貢
献

で
き

る
こ

と
を

知
る

教
材

①
「
バ

ス
ノ

ー
ト
」

教
材

②
「
模

擬
運

賃
箱

」
教

材
③

「
シ

ロ
ク

マ
た

ち
を

た
す

け
よ

う
」

（
仙

台
市

か
ら

は
写

真
の

み
提

供
）
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①
バ

ス
の

乗
り

方
、

降
り

方
を

知
る

事
前

学
習

①
（

1
1
月

1
3
日

）

③
道
徳
「
シ
ロ
ク
マ
た
ち
を
た
す
け
よ
う
」

・
排
気
ガ
ス
と
温
暖
化
の
関
係
の
確
認

・
バ
ス

利
用
が
温

暖
化
抑

制
・
シ
ロ

ク
マ
た

ち
を
助
け
る
こ
と
に
繋
が
る
と
知
る

②
教
室
内
で
バ
ス
の
模
擬
乗
車
体
験

・
整
理
券
の
取
り
方
を
確
認

・
運
賃
箱
の
お
金
を
入
れ
る
場
所
を
確
認

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①
事

前
学

習
②

（
1
1
月

1
6
日

）
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モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②

②
バ
ス
に
乗
降
、
乗
車
券
を
取
る

校
外
学
習
（
1
1
月
2
8
日
）

①
小
学
校
を
出
発

③
車

内
の

様
子

④
到

着
・

降
車
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２） 授業計画(先生作成) 

 

モデル授業実施に際し、担当の先生方に作成頂いた学習指導案を次頁以降に示す 
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仙台市小学生交通環境学習推進委員会 ２学年指導略案 仙台市立鶴巻小学校

生活「科学かんに出かけよう」（１３時間）単元
学習指導要領 内容（４）公共物や公共施設の利用

☆バスについて働きやつくり，役割を知る。ねらい
☆バスに乗って，校外にある施設を見学し，教科の学習に役立てる。

○公共物や公共施設はみんなのものであることやそれを支えている人々がいることなどがわ かり，
それらを大切にし，安全に気を付けて正しく利用することができるようにする。

活動計画

小単元 主な学習内容 評価規準

地域の科学館に ○公共物や公共施設に関心１．科学館ってどんなところ？
関 心 を も ち ， ど 科学館に行ったことのある子どもの情報を聞いたり，写真 をもって利用しようとしてい
んな施設か，ど を見たりしながら，科学館について知りたいこと，利用した る。
んな人がいるか いこと，聞きたいことを話し合う。 ☆多くの人が公共物や公共
興味をもとうとす 施設を利用していることに気２．科学館の利用の仕方を話し合おう
る。 科学館の写真を見て，利用するときのルールやマナーを 付いている。

知る。

科学館に行く計 ○ルールやマナーを大切に３．科学館に行く計画を立てよう
画 を 立 て よ う と 科学館を利用するための交通手段を考える。 し，公共物や公共施設を利用
する。 しようとしている。４．バスの乗り方を知ろう

バスを使って科学館へ行くために，バスの利用の仕方を □ルールやマナーを考えて，
知る。 科学館やバスの利用の仕方

をノートなどに書き表してい
る。

地球環境のこと ○地球環境を守るために，自５．シロクマたちを助けよう
を 考 え よ う と す 公共交通機関を利用することで北極や南極の状況を変え 分たちできることを考えようと
る。 ることができることを知る。 している。

☆温暖化を防ぐ方法の一つと
して公共交通機関を利用する
ということが分かっている。

バスに乗って科 ○ルールやマナーを大切に６～９．バスに乗って科学館を利用しよう
学館を利用しよ バスに乗って科学館へ行く。科学館で展示物を見たり体 し，公共物や公共施設を利用
うとする。 験したりする。 しようとしている。

□公共物や公共施設などを１０．科学館の様子を思い出そう
科学館を利用して気が付いたことをカードに書く。 利用したことや利用して楽し

かったことなどを表現してい
る。

みんなに伝えよ □公共物や公共施設などを１１～１２．利用してきたことをみんなに伝えよう
うとする。 各自が体験してきたことを友達に伝えるために，表現方 利用したことや利用して気が

法を選び，作る。 付いたことを振り返り，表現し
ている。１３．紹介し合おう

グループごとに紹介し合う。 ☆公共施設にはそれを支え
ている人々がいることが分か
っている。

○生活科への関心・意欲・態度 □活動や体験についての思考・表現 ☆身近な環境や自分についての気付き

環境教育
○道徳（日本標準「みんなで考える道徳」 『どうぶつたちがないている』）とリンク
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第２学年 生活科学習指導案

仙台市立鶴巻小学校

１ 単元名「科学かんに出かけよう」
小単元「科学かんに行く計画を立てよう （３／１３時間）」

２ 目標
科学館を利用するための方法や交通手段を考え，公共物や公共施設に関心をもって

利用しようとしている。

３ 本時の展開
展開 学習内容 準備物など

１科学館に行くには ○科学館の行き方について聞いてきたことを発 ○科学館の写真
どうしたらよいのか 表させる。 ○科学館のパンフ
考える ※事前に家族にインタビューさせる。 レット

○地図を見ながら，科学館には，バスや地下鉄
を利用して行くことを知らせる。

○バスの利用の仕方を知るためにバス停に行く
ことも知らせる。
※バス停のどこを見るかを示す。
・バス停の名前
・バス停に書かれていること
・バスを待っている人の様子
・バスの乗り降りの様子

２バス停に行って利 ○バス停にクラスで出かける。
用の仕方を調べる ※バスの発着時刻に合わせて見学する。

○バス停で利用の仕方を調べる。

○バス停では他の人達の迷惑にならないように
指導しておく。

○時刻表を見ながら，疑問を出させる。
※時刻表の見方などの事前指導はしない。

３バス停でわかった ○バス停にいて 分かったことをカードに書く ○記録カード， 。
ことを書こう 【評価】

○調べてみてバス停だけではわからなかったこ バス停で調べたこ
とや聞きたいことも書いていく。 とをカードに書き

表している。
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第２学年 生活科学習指導案

仙台市立鶴巻小学校

１ 単元名「科学かんに出かけよう」
小単元「バスの乗り方を知ろう （４／１３時間）」

２ 目標
・バス停に行って調べたことやバスの中の映像を見て，バスに乗る際のルールやマナ

ーについて考えようとする。
・バスの利用の仕方を進んで聞き，ルールやマナーを大切にし，公共交通機関を正し

く安全に利用しようとする。

３ 本時の展開
展開 学習内容 準備物など

１バス停で調べてき ○前時のカードをもとに，話バス停でわかった ○前時のカード
たことを発表する こと，分からなかったことを整理する。

２デジタル資料を見 ○デジタル資料を見ながら利用の仕方を聞く。 ○バスノート
ながら利用の仕方に ①バス停についたら確かめること デジタル資料
ついて知る ・時刻表で「行き先」と「時刻」

②バスの待ち方 【評価】
・１列に並ぶ バスの利用の仕方

③バスが近づいてきたら について進んで聞
・ 行き先」を確認する こうとする。「

④バスに乗るとき
・ 入口 「出口」「 」

⑤バスに乗ったら
・ 整理券」をとる「

⑥バスの中では
・いすに座る
・手すりをつかむ

⑦マナー
・ 優先席」「

⑧バスを降りるとき
・降りるバス停か確かめる
・ 運賃表」で運賃の確認「
・ ボタン」をおす「
・ 運賃箱」にお金と整理券を入れる「

３運賃箱にお金と整 ○運賃箱の模型を使って実践する。 ○運賃箱の模型
理券を入れる練習を
する

４わかったことや感 ○わかったことや感想を発表する。 ○バスノート
想を発表したり，記 ○わかったことや心に残ったことを記録カード
録カードに書いたり に書く。
する
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第２学年 生活科学習指導案

仙台市立鶴巻小学校

１ 単元名「科学かんに出かけよう」
小単元「シロクマたちをたすけよう （５／１３時間）」

２ 目標
・北極や南極の映像を見て，温暖化について考えようとする。
・公共交通機関の役割を知り，地球環境に役立っていることに気付き，関心をもつよ
うにする。

３ 本時の展開
展開 学習内容 準備物など

１写真からわかるこ ○シロクマやペンギンの写真や映像を見なが ○シロクマ，ペン
とを話し合う ら 気付いたことやわからないことを出し合う ギンの写真， 。

２デジタル資料を見 ○デジタル資料を見ながら温暖化について聞 ○温暖化のデジタ
ながら温暖化につい く。 ル資料
て考える ○記録カード

○自分たちでできることを話し合う。
【評価】
温暖化を防ぐ方法

３バスの役割を知る ○バスに乗ることで温暖化を軽減できることを を考えながら，バ
知る。 スの役割に気付い

ている。

４わかったことや感 ○わかったことや感想を発表する。 ○記録カード
想を発表したり，記 ○わかったことや心に残ったことを記録カード
録カードに書いたり に書く。
する
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３-３ 茂庭台小学校(3 年生) 

１） 授業概要 

 

茂庭台小学校 3年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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茂
庭

台
小

3年
の

取
り

組
み

概
要

概
要

モ
デ

ル
校

/学
年

茂
庭

台
小

学
校

/
3
年

生

取
り

組
み

の
目

標
●

バ
ス

の
乗

り
方

降
り

方
、

マ
ナ

ー
に

加
え

、
地

下
鉄

の
乗

り
方

降
り

方
・

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
●

校
外

学
習

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

あ
わ

せ
、

バ
ス

・地
下

鉄
に

乗
り

、
学

ん
だ

こ
と

を
実

践
す

る
●

交
通

と
地

球
温

暖
化

の
関

係
を

学
び

、
大

人
数

の
移

動
の

際
は

公
共

交
通

の
方

が
、

地
球

に
や

さ
し

い
こ

と
を

知
る

使
用

教
材

(①
～

③
仙

台
市

よ
り

提
供

④
⑤

：
M

E
L
O

N
さ

ん
よ

り
提

供
・貸

与
)

①
バ

ス
ノ

ー
ト

(P
P

T
形

式
)

②
地

下
鉄

に
の

っ
て

で
か

け
よ

う
(P

P
T
形

式
)

③
模

擬
乗

車
セ

ッ
ト

(模
擬

券
売

機
・模

擬
改

札
機

)(
ﾀ
ﾞﾝ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
製

作
)

④
交

通
と

地
球

温
暖

化
(M

E
L
O

N
さ

ん
作

成
)(

P
P

T
形

式
)

⑤
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
ッ

グ
(M

E
L
O

N
さ

ん
保

有
)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
・
テ

レ
ビ

、
パ

ソ
コ

ン

実
施

教
科

総
合

的
な

学
習

学
習

の
タ

イ
プ

実
践

学
習

標
準

時
数

3
(事

前
学

習
)+

校
外

学
習

1
日

+
2
(事

後
学

習
)
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学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 等 よ り 提 供)

S
T
E
P
1
：

地
下

鉄
の

乗
り

方
降

り
方

と
マ

ナ
ー

(事
前

学
習

①
)

(1
校

時
)

・
教

材
②

「
地

下
鉄
に

乗
っ

て
で

か
け

よ
う

」
を

用
い
て

地
下

鉄
の

乗
り

方
や

マ
ナ

ー
（
優

先
席

に
つ

い
て

特
に

学
習

）
を
知

る

・
先

生
の

寸
劇

を
見
て

、
地

下
鉄

マ
ナ

ー
の

間
違

い
を
指

摘
す

る
こ

と
で

、
考

え
な

が
ら
学

ぶ

S
T
E
P
4
：

交
通

と
地

球
温

暖
化

(事
後

学
習

)(
外

部
講

師
：

M
E
L
O
N
さ

ん
)

(2
校

時
)

・
交

通
と

地
球

温
暖

化
の
関

係
、

バ
ス

と
自

家
用

車
の

温
暖
化

へ
の
影

響
の

違
い

を
学

ぶ

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
ッ
グ

を
用
い

重
さ

を
比

べ
る

こ
と

で
、

バ
ス

と
自
家

用
車

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

差
を
体

感
す

る

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

S
T
E
P
2
：

バ
ス

の
乗

り
方

降
り

方
と

マ
ナ

ー
(事

前
学

習
②

)
(1

校
時

)
・

教
材

①
「

バ
ス

ノ
ー

ト
」

を
用

い
て

学
習

・
新

た
に

バ
ス
料

金
表

の
見

方
、

子
供

料
金
に

つ
い

て
知

る

教
材

②
「
地

下
鉄

に
乗

っ
て

で
か

け
よ

う
」

教
材

①
「
バ

ス
ノ

ー
ト
」

STEP 3 ： 校 外 学 習

教
材

④
「
交

通
と

地
球

温
暖

化
」

教
材

⑤
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
ッ

グ
」
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・
寸
劇
を
通
し
て
の
マ
ナ
ー
学
習

・
料
金
表
の
見
方
の
学
習

事
前

学
習

①
②

(平
成

2
4
年

9
月

2
7
日

）

・
模

擬
券
売
機
・
模
擬
改
札
機
を
用
い
て
の
室
内
乗
車
体
験

①
地
下
鉄
の
乗
り
方
・
降
り
方
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ

②
バ
ス
の
乗
り
方
・
降
り
方
・

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①
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校
外
学
習
（
平
成
2
4
年
1
0
月
3
日
）

②
バ
ス
（
学
校
専
用

※
1）

乗
車

(茂
庭

台
5丁

目
 

仙
台

駅
前

)

③
仙

台
駅

に
て

地
下

鉄
に

乗
り

換
え

(仙
台

駅
 

旭
ヶ

丘
駅

)
①
小
学
校
か
ら
バ
ス
停
へ
移
動

④
仙

台
市

科
学

館
に

て
見

学
、

理
科

の
実

験

⑤
バ

ス
（

学
校

専
用

※
2）

に
て
小
学
校
へ
移
動

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②

※
1：

「続
行

便
」（

路
線

バ
ス

と
同

様
）に

乗
車

、
個

々
に

バ
ス

代
を

支
払

う
※

2：
「臨

時
便

」に
乗

車
、

個
々

の
バ

ス
代

の
支

払
い

は
な

い
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外
部

講
師

(
M
E
L
O
N
さ

ん
)
に

よ
る

事
後

学
習

（
平

成
2
4
年

1
0
月

2
3
日

）

①
地

球
温

暖
化

と
交

通
、

バ
ス

利
用

が
温

暖
化

対
策

に
な

り
う

る
こ

と
を

学
習

。

②
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
ッ

グ
を

用
い

て
、

60
人
で
移
動
し
た
場
合
の
バ
ス
と
ク
ル
マ
の
二
酸
化
炭
素

排
出

量
の

違
い

を
重

さ
で

体
感

。

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

③
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２） 授業計画(先生作成) 

 

モデル授業実施に際し、担当の先生方に作成頂いた学習指導案を次頁以降に示す 
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３-４ 鶴巻小学校(4 年生) 

１） 授業概要 

 

鶴巻小学校 4 年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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鶴
巻

小
4年

の
取

り
組

み
概

要

概
要

モ
デ

ル
校

/学
年

鶴
巻

小
学

校
/

4年
生

取
り

組
み

の
目

標
 
公
共
交
通
と
は
何
か
を
知
る
。

 
公
共
交
通
と
自
家
用
車
を
比
べ

た
時

に
、

良
い
点
、
よ
く
な
い
点
は

何
か

を
考

え
る

。
 
み
ん
な
が
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

排
気
ガ
ス
を
減
ら
せ
た

り
、
渋
滞
の
緩
和
等
に
繋
が
る

こ
と

を
知

る
。

 
バ
ス
の
時
刻
の
調
べ
方
を
知
る
。

使
用

教
材

(仙
台

市
よ

り
提

供
)

①
公
共
交
通
に
つ
い
て

(P
P

T
形

式
)

②
紙

芝
居

③
バ
ス
の
時
刻
調
べ

(テ
キ

ス
ト

)(
配

布
用

：
w

or
d、

説
明

用
：

P
P

T
形

式
)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン

(イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
)

実
施

教
科

総
合

的
な

学
習

学
習

の
タ

イ
プ

実
践

学
習

標
準

時
数

2(
+
校

外
学

習
分

)

3 - 33



学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 よ り 提 供)

教
材

③
「
バ

ス
の

時
刻

調
べ

」

S
T
E
P
2
：

時
刻

調
べ

(事
前

学
習

②
)

(1
校

時
)

・
パ

ソ
コ

ン
(仙

台
市

交
通

局
の

H
P

)
を

使
っ

た
、

バ
ス

の
時

刻
の

調
べ

方
を

学
ぶ

・
自

分
で

バ
ス

の
時

刻
を

調
べ

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

校 外 学 習

S
T
E
P
1
：

公
共

交
通

と
は

（
事

前
授

業
①

）
(1

校
時

)
・

公
共

交
通

と
は

何
か

を
知

る

・
公

共
交

通
と

、
自

家
用

車
の

良
い

と
こ

ろ
・

良
く

な
い

と
こ

ろ
を

考
え

発
表

し
合

う

・
紙

芝
居

を
見

て
、

公
共

交
通

は
自

家
用

車
よ

り
も

環
境

に
や

さ
し

い
と

い
う

こ
と

を
知

る

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

教
材

①
「
公

共
交

通
と

は
」

教
材

②
「
紙

芝
居

」
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事
前
学
習
①
（
1
1
月
2
8
日
）

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①

●
公
共
交
通
と
自
家
用
車
の
違
い
を
考
え
る
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モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②

校
外

学
習

（
1
2
月

1
2
日

）

●
バ

ス
停

に
て

バ
ス

に
乗

車
●
パ
ソ
コ
ン
で
の
バ
ス
の
時
刻
の
調
べ
方
を
知
る

事
前

学
習

②
（

1
2
月

5
日

）
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２） 授業計画(先生作成) 

 

モデル授業実施に際し、担当の先生方に作成頂いた学習指導案を次頁以降に示す 
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第４学年 総合的な学習の時間指導案 

日時    平成２４年１１月２８日（水） 

場所 仙台市立鶴巻小学校 ４年２組教室 

授業者            関 真人 

１．単元名「公共交通を使って出かけよう」 

 

２．単元の目標 

  ○公共交通を利用して移動するために必要な情報を調べることができる。 

  ○公共交通を利用して目的地まで校外学習に出かけることができる。 

 

３．学習計画（全５時間） 

時 学習内容 教師の指導・支援 

１ 

 

本 

時 

★公共交通の役割を考えよう。 

①本単元の学習内容について知る。 

②身近な移動手段にはどんなものがあるか考える。 

③自動車と電車・バスの長短を考え比較する。 

④公共交通が環境に及ぼす影響について知る。 

・校外学習に公共交通を利用して出かけるこ

とを伝え，児童の興味を引き出す。 

・自動車と電車・バスの両方の良さを認めな

がらも，環境という視点だと電車・バスが優

位であることに着目させる。 

２ ★バスの時刻・運賃を調べよう。 

①バスを利用して目的地へ行くために必要な情報を

考える。 

②バスの時刻・運賃の調べ方を知る。 

③バスの往路の時刻・運賃を調べる。 

④バスの復路の時刻・運賃を調べる。 

・校外学習の日程を伝え，日程通りに行動す

るにはどの便に乗る必要があるかを考えさ

せる。 

・グループごとに取り組ませ，調べた情報を

グループ内で共有できるようにする。 

３ 

・ 

４ 

★校外学習へ出かけよう。 

①バスを利用して校外学習へ出かける。 

②自分たちの調べた時刻・運賃で目的地に行けるこ

とを確かめる。 

・公共交通を利用しその良さについて実感す

ることができるようにする。 

・利用するときのマナーを事前に指導する。

５ ★公共交通を利用した体験を振り返ろう。 

①本単元の学習内容を振り返り，感想を書く。 

②感想を発表する。 

・ワークシートを用意し，まとめさせる。 
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４．本時の指導 

 （１）本時のねらい 

  ○自動車と電車・バスの長短を考え，公共交通の役割について知ることができる。 

 （２）本時の指導計画（１／５時） 

段
階 主な学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点・評価 

導
入
（
５
分
） 

１．公共交通について知る。 

「今回の校外学習では，公共交通

を使って出かけます。みなさんは

公共交通とはどんなものか知っ

ていますか。」全体 

○知らない 

○バス 

○電車 

○地下鉄 

○モノレール 

○飛行機 

○フェリー  など 

・公共交通の良さとして，一

度に大勢の人が移動できる

ことを押さえておく。 

展
開
（
３
０
分
） 

２．本時の学習内容を知る。 

 

 

３．自動車と電車・バスの長所と

短所を考え，ワークシートに書

く。 

「自動車のいいところは，どんな

ところだろう。」全体 

「他のところについても考えて

みよう。」グループ 

 

４．グループで考えた長所と短所

を発表する。全体 

 

 

 

 

５．自動車と電車・バスの長所と

短所を見比べながら，公共交通

の役割について知る。 

「電車やバスが環境に優しいと

言われるのはなぜだろう。」全体

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○たくさんの人が利用すれ

ば，渋滞が減るから。 

○たくさんの人が利用すれ

ば，排気ガスが減るから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】自動車と電車・バス

の長所と短所を考えること

ができる。（ワークシート） 

 

・自動車と電車・バスの両方

の良さを認めながらも，環境

という視点だと電車・バスが

優位であることに着目させ

る。 

ま
と
め
（
１
０
分
）

６．バスを利用することが渋滞緩

和や温暖化対策につながるこ

とを知る。全体 

・紙芝居「バスのマメちゃんとラ

ビットだんしゃく」 

○紙芝居を見て，バスを利用

する利点を理解する。 

・紙芝居を通して，公共交通

を利用することが環境によ

い影響を及ぼすことを理解

させ，次時の学習へつなげ

る。 

自動車と電車・バスのいいところとよくないところを
考えよう。 

 いいところ よくないところ 

自
動
車 

○出発時間，到着時間が自由 

○行き先が自由 

○料金（運賃）がかからない 

○他人は乗らない 

○荷物をたくさんつめる。 

△渋滞する 

△ガソリン代がかかる 

△車を買う必要がある 

△免許がいる 

△一度に数人しか乗せられない 

△駐車場が必要 

電
車
・
バ
ス 

○渋滞しない（電車） 

○時間通りに到着する 

○免許が必要ない 

○一度に大勢を乗せられる

○エコである（排気ガス）

○駐車場の心配がない 

△時間が決まっている 

△行き先が不自由 

△料金が必要 

△駅や停留所まで遠いことがある

△天気に左右される 

△他人が乗っている 

△少しの荷物しか運べない 
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（３）準備物 

  教師：ワークシート，紙芝居「バスのマメちゃんとラビットだんしゃく」 

  児童：筆記用具 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○公共交通とは… 

・バス 

・電車 

・地下鉄 

・モノレール 

・飛行機 

・フェリー など 

 

自動車と電車・バスのいいところと
よくないところを考えよう。 

 いいところ よくないところ 

自
動
車 

○出発時間，到着時間が自由 

○行き先が自由 

○料金（運賃）がかからない 

○他人は乗らない

○荷物をたくさんつめる。 

△渋滞する 

△ガソリン代がかかる 

△車を買う必要がある 

△免許がいる 

△一度に数人しか乗せられない 

△駐車場が必要 

電
車
・
バ
ス 

○渋滞しない（電車） 

○時間通りに到着する 

○免許が必要ない 

○一度に大勢を乗せられる 

○エコである（排気ガス） 

○駐車場の心配がない 

△時間が決まっている 

△行き先が不自由 

△料金が必要 

△駅や停留所まで遠いことがある 

△天気に左右される 

△他人が乗っている 

△少しの荷物しか運べない 

電車・バスを利用する

ことは，エコになる！
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３-５ 台原小学校(5 年生) 

１） 授業概要 

 

台原小学校 5 年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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台
原

小
5年

の
取

り
組

み
概

要

概
要

モ
デ

ル
校

/学
年

台
原

小
学

校
/

5年
生

取
り

組
み

の
目

標
 
校

外
学

習
(社

会
科
見
学
等

)の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
わ
せ
、
市
内
の

公
共

交
通

を
利

用
。

そ
の

経
路

・
時

刻
の

調
べ

方
を

知
る

。
 
自
家
用
車
と
公
共
交
通
を
利
用
し
た
場
合
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

違
い

を
知

り
、

交
通
・
二
酸
化
炭
素
・
温
暖
化
の
関
係
を
理
解
す

る
。

使
用

教
材

(仙
台

市
よ

り
提

供
)

①
バ
ス
の
時
刻
調
べ

(テ
キ

ス
ト

)(
配

布
用

：
w

or
d、

説
明

用
：

P
P

T
形

式
)

②
バ
ス
の
時
刻
調
べ

(w
or

ks
he

et
)(

w
or

d形
式

)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン

(イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
)

実
施

教
科

社
会

科

学
習

の
タ

イ
プ

実
践

学
習

標
準

時
数

4(
+
校

外
学

習
分

)
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学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 よ り 提 供)

教
材

①
「
バ

ス
の

時
刻

調
べ

(
テ

キ
ス

ト
)
」

S
T
E
P
2
：

時
刻

調
べ

(事
前

学
習

①
)

(1
校

時
)

・
パ

ソ
コ

ン
(仙

台
市

交
通

局
の

H
P

)を
使

っ
た

、

バ
ス

の
経

路
・

時
刻

の
調

べ
方

を
学

ぶ

S
T
E
P
3
：

時
刻

調
べ

(事
前

学
習

②
)

(1
校

時
)

・
実
際
の
行
程
に
合
わ
せ
て
、
バ
ス
の
経
路
・
時

刻
を
調
べ
、
行
動
計
画
を
作
成
す
る

・
簡
便
的
な
計
算
を
用
い
、
今
回
の
課
外
学
習
に

お
い
て
自
動
車
を
使
っ
た
場
合
と
、
バ
ス
を
使
っ

た
場
合
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
試
算
し
、
比
較

す
る

・
巻
末
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
と
環
境

(温
暖

化
)に

つ
い

て
知

る

校 外 学 習

S
T
E
P
4
：

総
括

(1
校

時
)

・
校

外
学

習
を

も
と

に
新

聞
を

作
成

す
る

。

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

教
材

②
「
バ

ス
の

時
刻

調
べ

(
w

o
rk

sh
e
e
t)

」

S
T
E
P
1
：

行
程

計
画

(1
校

時
)

・
校

外
学

習
の

行
程

を
班

ご
と

に
作

成
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事
前

学
習

①
（

1
1
月

1
6
日

）

班
の
行
動
計
画
に
あ
わ
せ
、
バ
ス
の
経
路
・

時
刻

を
調

べ
る

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①
事

前
学

習
②

（
1
1
月

2
2
日

）

バ
ス

の
経

路
・

時
刻

の
調

べ
方

を
学

ぶ
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モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②

校
外
学
習
（
1
1
月
3
0
日
）

①
学

校
を

出
発

②
地

下
鉄

に
乗

車

③
各
目
的
地
に
向
け
乗
り
換
え

・
市
営
バ
ス

・
る
ー
ぷ
る
仙
台
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３-６ 虹の丘小学校(5 年生) 

１） 授業概要 

 

虹の丘小学校 5年生の授業概要及び、授業実施記録を次頁以降に示す。 
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虹
の

丘
小

5年
の

取
り

組
み

概
要

概
要

モ
デ

ル
校

/学
年

虹
の

丘
小

学
校

/
5年

生

取
り

組
み

の
目

標
 
公
共
交
通
と
、
自
家
用
車
の
現
状
・
違
い
を
知
り
、

根
拠
を
明
確
に

し
て
公
共
交
通
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

 
パ
ネ
ル
討
論
会
を
通
し
て
自
分
の
考
え
の
深
ま
り
、
変
化
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
環
境
面
、
社
会
貢
献
面
か
ら
見
た
、

公
共
交
通
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

す
る

使
用

教
材

(仙
台

市
よ

り
提

供
)

①
公

共
交

通
と

は
(P

P
T
形

式
)

②
市
営
バ
ス
、
市
営
地
下
鉄
の
統
計
デ
ー
タ

(P
P

T
形

式
)

他
使

用
機

材
等

(学
校

側
で

準
備

)
・
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン

・
教
材
②
を
加
工
、
取
捨
選
択
等
し
た
も
の

(説
明
用
：
グ
ラ
フ
の
加
工
、

P
P

T
上

で
の

見
栄

え
の

調
整

等
)

( 討
論
用
：
児
童
が
プ
レ
ゼ
ン
時
に
使
い
や
す
い
よ
う
各
々

P
P

T
上

で
加

工
)

実
施

教
科

国
語

学
習

の
タ

イ
プ

討
論

学
習

標
準

時
数

5
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学 習 の 構 成 教 材( 仙 台 市 よ り 提 供)

教
材

①
「
公

共
交

通
と

は
」

S
T
E
P
1
：

導
入

(1
時

間
)

・
パ

ネ
ル

討
論

会
と

は
何

か
知

る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

進
め

方
に

つ
い

て
知

る

S
T
E
P
2
：

公
共

交
通

と
は

(事
前

学
習

)
(1

時
間

)
・
パ
ネ
ル
討
論
会
テ
ー
マ
と
な
る
公
共

交
通
と
は
何
か
、
公
共
交
通
の
現
状
に

つ
い

て
知

る

・
教
材
の
内
容
を
ヒ
ン
ト
に
、
公
共
交

通
の
必
要
性
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を

持
つ

S
T
E
P
3
：

討
論

会
(準

備
+
討

論
会

2
回

=
3
時

間
)

・
公

共
交

通
必

要
派

(理
由
に
よ
っ
て
複
数
班

)と
不

要
派

に
分

か
れ

、
各

班
の

主
張

に
応

じ
、

必
要

な
デ

ー
タ

を
用

い
て

討
論

会
を

行
う

・
必

要
派

の
理

由
の

中
で

「
環

境
面
」

や
「

交
通

弱
者

へ
の

配
慮

」
等

公
共

交
通

が
果
た

す
役

割
に

つ
い

て
学

ぶ

学
習

の
構

成
お

よ
び

教
材

市
営

バ
ス

の
年

間
乗

車
人

数

※
昭

和
5
9
年

度
以

降
に

は
敬

老
乗

車
証

に
係

る
分

を
含

む
。

平
成

5
年

度
以

降
に

は
ふ

れ
あ

い
乗

車
証

に
係

る
分

を
含

む
。

02040608010
0

12
0

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

平成2年度

平成3年度

平成4年度

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

年
間

乗
車

人
数

（
百

万
人

）

出
典

：
仙

台
市

交
通

局

わ
り

あ
い

市
営

バ
ス

の
運

営
費

の
割

合
※

平
成

2
3

年
度

出
典

：
仙

台
市

交
通

局

運
賃

収
入

7
1
%

仙
台

市
の

補
助

金

（
税

金
）

2
9
%

ほ
じ

ょ
き

ん

教
材

②
「
市

バ
ス

に
関

す
る

デ
ー

タ
」
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事
前

学
習

（
1
1
月

2
0
日

）

①
バ

ス
不

要
派

の
発

表

モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

①
討
論
会
（
前
半
）
（
1
1
月
2
8
日
）

①
公

共
交

通
と

は
何

か
を

知
る

②
公

共
交

通
の

現
状

(
利

用
者

数
・

運
行

本
数

等
)
を

知
る

②
高
齢
者
の
た
め
に
バ
ス
は
必
要
派
の
発
表
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モ
デ

ル
授

業
の

実
施

状
況

②

討
論
会
（
後
半
）
（
1
1
月
3
0
日
）

①
前

回
ま

で
の

お
さ

ら
い

②
バ

ス
不

要
派

の
発

表

③
身
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
必
要
派
の
発
表

④
車
や
免

許
の
な
い

人
の
た

め
に
必
要

派
の
発

表

⑤
排
気
ガ

ス
を
減
ら

す
た
め

に
必
要
派

の
発
表
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２） 授業計画(先生作成) 

 

モデル授業実施に際し、担当の先生方に作成頂いた学習指導案を次頁以降に示す 
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【章末資料：今年度使用した教材集】 

 

今年度使用した教材の、新規・過年度からの改良、使用した学校等を下表に記載する。 

 

 

教材名 
新規 or 

過年度の改良版 
使用校・学年 備考 

バスノート(低学年) 過年度の改良版 広瀬小学校 2 年 

鶴巻小学校 2年 

 

位置関係と行程 新規作成 茂庭台小学校 3年  

バスノート(中学年) 過年度の改良版 茂庭台小学校 3年 低学年版と異なる部

分のみ記載 

地下鉄に乗って 

出かけよう 

過年度の改良版 茂庭台小学校 3年生  

交通と地球温暖化 新規作成 茂庭台小学校 3年生 MELON 作成 

公共交通について 

(中学年) 

新規作成 鶴巻小学校 4年生  

紙芝居 過年度のもの 鶴巻小学校 4 年生  

バスの時刻調べ 

(テキスト) 

過年度の改良版 鶴巻小学校 4 年生 

台原小学校 5年生 

 

バスの時刻調べ 

(電子教材) 

新規作成 鶴巻小学校 4年生 

台原小学校 5年生 

 

バスの時刻調べ 

(worksheet) 

過年度の改良版 台原小学校 5 年生  

公共交通について 新規作成 虹の丘小学校 5年生  

パネル討論会用 

データ集 

新規作成 虹の丘小学校 5年生  

 

次頁以降にて、各教材を示す。 
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ア
リ

お
ね

え
さ

ん
コ

テ
ツ
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

①
バ
ス
停
に

つ
い
た
ら

じ
こ

く
ひ

ょ
う
で

「
い

き
さ

き
」
と

「
じ

こ
く

」
を

た
し

か
め

よ
う
。

て
い

バ
ス

停
に

つ
い

た
ら

ど
ん

な
こ
と

を
た

し
か

め
れ

ば
い

い
の

か
な

？

て
い
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

②
バ
ス
の

ま
ち
か
た

バ
ス

停
で

バ
ス

を
ま

つ
と
き
は

ど
ん

な
こ
と

を
ち

ゅ
う

い
す

れ
ば

い
い

の
か

な
？

て
い

あ
る

く
人

の
じ

ゃ
ま

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
い

ち
れ

つ
に

な
ら

ん
で

ね
。

ひ
と
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

③
バ
ス
が

ち
か
づ
い
て
き
た
ら

バ
ス

の
ま

え
や

よ
こ

に
あ

る
「

い
き

さ
き

」
を

か
く

に
ん

し
て

ね
。

バ
ス

が
き

た
ら

，
ど

ん
な
こ

と
を

か
く

に
ん

す
れ
ば

い
い

の
か

な
？
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

④
バ
ス
に

の
る
と
き

バ
ス

を
お

り
る

と
き

は
ま

え
の

ド
ア

か
ら

だ
よ

！
バ

ス
に

の
る

と
き

は
う

し
ろ

の
ド

ア
か

ら
だ

よ
！

バ
ス

に
の

る
の

は
，

ま
え

か
な
？

う
し

ろ
か

な
？
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

⑤
バ
ス
に

の
っ
た
ら

バ
ス

に
の

っ
た

ら
，

す
る

こ
と
は

ど
ん

な
こ

と
か
な

？

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
入

れ
る

よ
。

い
オ

レ
ン

ジ
の

は
こ

か
ら

出
て

く
る

「
整

理
券

」
を

１
ま

い
と

る
よ

。

で
せ
い

り
け
ん
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

⑥
バ
ス
の

中
で
は

あ
い

て
い

た
ら
、

イ
ス

に
す
わ

る
。

イ
ス

に
す

わ
れ

な
い

と
き
は
、

て
す

り
を

し
っ

か
り

も
と
う

！

バ
ス

の
中

で
は

，
ど

の
よ

う
に

し
て

い
れ

ば
い

い
の

か
な

？

な
か

な
か
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

⑦
バ
ス
を

お
り
る
と
き

運
賃

表
の

上
の

ひ
ょ

う
じ

や
、

し
ゃ
な
い
ほ
う
そ
う
で
、

お
り
る

バ
ス
停
か

ど
う
か
を
、

か
く

に
ん

し
よ
う

！

て
い

う
え

う
ん
ち
ん
ひ
ょ
う
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

運
賃

表
で

運
賃

（
バ

ス
だ
い
）

を
か

く
に

ん
し

よ
う

！

こ
の
ば
あ
い
は
、
１
番
の

整
理
券
は
、

は
ん
ぶ
ん
の

１
７
０
え
ん
に

な
る
よ
！

う
ん
ち
ん
ひ
ょ
う

う
ん
ち
ん

ば
ん

せ
い

り
け
ん
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

つ
ぎ

の
バ

ス
停

で
お

り
る

と
き

は
ち

か
く

の
ボ

タ
ン

を
お

そ
う

。

て
い

バ
ス

か
ら

お
り

る
と

き
は

，
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

な
？
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１
．
バ
ス
の

の
り
か
た
・
お
り
か
た

お
金

や
整

理
券

を

入
れ

る
の

は
ど

こ
か

な
？

  

「
整

理
券

」
と

い
っ

し
ょ

に
、

運
賃
を

運
賃
箱
に

入
れ

て
、

お
り

る
よ

。

う
ん
ち
ん

う
ん
ち
ん

ば
こ

せ
い

り
け
ん

い

い

か
ね

せ
い

り
け
ん

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ
に

入
れ
る
よ
。

い
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２
．
バ
ス
で
の
や
く
そ
く

①
車

内
で

は
ち

ゃ
ん

と
す

わ
る

か
、

て
す

り
を

も
ち

ま
し

ょ
う

し
ゃ

な
い

3 - 73



２
．
バ
ス
で
の
や
く
そ
く

②
ゆ

ず
り

あ
い

の
せ

き
は

、
お

と
し

よ
り

や
、

か
ら

だ
の

ふ
じ

ゆ
う

な
か

た
に

せ
き

を
ゆ

ず
り

ま
し

ょ
う
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２
．
バ
ス
で
の
や
く
そ
く

③
車

内
で

は
し

ず
か

に
し

ま
し

ょ
う

し
ゃ

な
い

3 - 75



３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

①
バ

ス
の

お
お

き
さ

バ
ス

っ
て

こ
ん

な
に

お
お

き
い

ん
だ

ね
！
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

②
バ

ス
の

エ
ン

ジ
ン

は
こ

れ
が

バ
ス

の
エ

ン
ジ

ン
だ

よ
。

ふ
つ

う
の

車
よ

り
も

、
ず

っ
と

大
き

く
て

た
く

さ
ん

の
ひ

と
を

は
こ

べ
る

ん
だ

よ
！
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

③
バ

ス
の

タ
イ

ヤ

バ
ス

の
タ

イ
ヤ

は
、

サ
ッ

カ
ー

ボ
ー

ル
４

こ
ぶ

ん
く

ら
い

の
大

き
さ

な
ん

だ
。
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

④
バ

ス
の

い
き

さ
き

い
き

さ
き

を
ち

ゃ
ん

と
た

し
か

め
て

ね
。
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

⑤
バ

ス
の

う
ん

て
ん

せ
き

う
ん

て
ん

し
ゅ

さ
ん

は
、

こ
れ

を
ひ

と
り

で
そ

う
さ

す
る

よ
。
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お
と
し
よ
り

こ
う
こ
う
せ
い

に
ん
ぷ
さ
ん

け
が
を
し
た
人

か
ら
だ
の
ふ
じ
ゆ
う
な
人

３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

バ
ス

は
い

ろ
い

ろ
な

人
の

い
ど

う
に

や
く

だ
っ

て
い

る
の

よ
。

3 - 81



３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

⑥
か

ら
だ

の
ふ

じ
ゆ

う
な

ひ
と

の
た

め
の

く
ふ

う

車
イ

ス
の

ひ
と

の

た
め

の
ス

ロ
ー

プ

車
イ

ス
の

ひ
と

の

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

①
低

床
バ

ス
て

い
し

ょ
う

床
が

低
く

、
出

入
口

に
か

い
だ

ん
が

な
い

よ
！

ゆ
か

ひ
く

で
い

り
ぐ

ち

お
と

し
よ

り
や

車
イ

ス
の

人
が

の
り

や
す

い
ね

！
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

②
C

N
G

バ
ス

て
ん

ね
ん

ガ
ス

を
ね

ん
り

ょ
う

に
す

る
か

ん
き

ょ
う

に
や

さ
し

い
バ

ス
だ

よ
！

シ
ー

エ
ヌ

ジ
ー
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３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

③
ラ

ッ
ピ

ン
グ

バ
ス

カ
ラ

フ
ル

で
た

の
し

い
ね

！

3 - 85



３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

④
る

ー
ぷ

る
仙

台
は

く
ぶ

つ
か

ん
や

び
じ

ゅ
つ

か
ん

に
も

い
け

る
ぞ

！

せ
ん

だ
い

3 - 86



３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

⑤
ち

ゅ
う

が
た

・
こ

が
た

バ
ス

ち
ゅ

う
が

た
バ

ス

3 - 87



３
．
バ
ス
た
ん
け
ん

ち
い

さ
い

タ
イ

プ
の

バ
ス

も
あ

る
よ

！

こ
が

た
バ

ス
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位置関係と行程 
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科
学
館
ま
で
の
道
の
り

バ
ス
で
い
ど
う

地
下
鉄
で
い
ど
う

科
学
館
に
と
う
ち
ゃ
く

学
校
を
出
発

仙
台
駅
で
乗
り
か
え

(バ
ス
⇒
地
下
鉄
)
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科
学
館
ま
で
の
道
の
り

茂 庭 台 小 学 校

茂 庭 台 五 丁 目

茂 庭 台 四 丁 目

梨 野

松 倉 ･ 盲 導 犬 訓 練 セ ン タ ー

綱 木

広 瀬 病 院 前

大 梅 寺 前

西 国 道 維 持 出 張 所 前

立 町 小 学 校 前

東 北 公 災 病 院

戦 災 復 興 記 念 館 前

広 瀬 通 一 番 町

地 下 鉄 広 瀬 通 駅

仙 台 駅 前

も に わ だ い し ょ う が っ こ う

も に わ だ い ご ち ょ う め

も に わ だ い よ ん ち ょ う め

な し の

ま つ く ら ・ も う ど う け ん く ん れ ん

つ な き

た ち ま ち ち ょ う が っ こ う ま え

に し こ く ど う い じ し ゅ っ し ょ う し ょ ま え

だ い ば い じ ま え

せ ん だ い え き ま え

と う ほ く こ う さ い び ょ う い ん

せ ん さ い ふ っ こ う き ね ん か ん ま え

ち か て つ ひ ろ せ ど お り え き

ひ ろ せ ど お り い ち ば ん ち ょ う

ひ ろ せ び ょ う い ん ま え

仙 台 駅

広 瀬 通 駅

勾 当 台 公 園 駅

北 四 番 丁 駅

北 仙 台 駅

台 原 駅

科 学 館

旭 ヶ 丘 駅

せ ん だ い え き

ひ ろ せ ど お り え き

こ う と う だ い こ う え ん え き

き た よ ば ん ち ょ う え き

き た せ ん だ い え き

だ い の は ら え き

あ さ ひ が お か え き

か が く か ん

こ
こ

か
ら

バ
ス

に
の

る
よ

！

仙
台

駅
で

地
下

鉄
に

の
り

か
え

！
せ

ん
だ

い
え

き
ち

か
て

つ
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じ
っ
さ
い
の
運
賃
表
（
バ
ス
）

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

次
は

茂
庭

台
四

丁
目

整
理

券
番
号

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

バ
ス

1
5
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3

み
ん

な
が

バ
ス

に

の
っ
て

、
整

理
券

を

取
っ
た

と
き

は
、

運
賃

表
は

左
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

よ

せ
い

り
け

ん

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

茂
庭

台
五

丁
目

バ
ス

停
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次
は

梨
野

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 93



次
は

松
倉

・
盲

導
犬

訓
練

セ
ン

タ
ー

前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

2
1
0

2
1
0

2
1
0

2
1
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０
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次
は

綱
木

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

2
1
0

2
1
0

2
1
0

2
1
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 95



次
は

広
瀬

病
院

前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
2
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 96



次
は

大
梅

寺
前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
2
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 97



次
は

西
国

道
維

持
出

張
所

前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
8
0

2
2
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 98



次
は

立
町

小
学

校
前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

4
8
0

4
8
0

4
8
0

4
8
0

4
8
0

3
8
0

3
8
0

3
8
0

3
8
0

3
4
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 99



次
は

東
北

公
災

病
院

戦
災

復
興

記
念

館
前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

4
8
0

4
8
0

4
8
0

4
8
0

4
8
0

3
8
0

3
8
0

3
8
0

3
8
0

3
4
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 100



次
は

広
瀬

通
一

番
町

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

3
6
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 101



次
は

仙
台

駅
前

整
理

券
番

号
１

２
３

４
５

六
７

８
九

１
０

バ
ス

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

3
6
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
0
0

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

3 - 102
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２
．
運
賃
表
の
見
方

運
賃

表
を

見
て

、

運
賃

が
い

く
ら

な
の

か

分
か

る
よ

う
に

な
り

ま
し

ょ
う

バ
ス

に
の

る
時

に
と

っ
た

「
整

理
券

」
と

「
運

賃
表

」
を

見
れ

ば
分

か
る

よ

整
理

券

運
賃

表

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

う
ん

ち
ん

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

3 - 104



２
．
運
賃
表
の
見
方

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

「
整

理
券

」
に

は
「
１

」
番

と

書
い

て
あ

る
ね

せ
い

り
け

ん

「整
理

券
」に

書
い

て
あ

る
番

ご
う

の
下

の
数

字
が

運
賃

で
す

。

こ
の

場
合

「
3
4
0
円

」で
す

ね
。

せ
い

り
け

ん

す
う

じ
う

ん
ち

ん

バ
ス

の
運

賃
は

こ
の

行
に

書
か

れ
る

よ

う
ん

ち
ん

3 - 105



２
．
運
賃
表
の
見
方

そ
の

と
お

り
。

だ
か

ら
こ

の
場

合
は
1
7
0
円

と
な

り
ま

す
。

(3
4
0
÷
2
＝
1
7
0
)

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

あ
れ

？
で

も
「
子

ど
も

」
は

「
大

人
の

半
分

」
じ

ゃ
な

か
っ

た
？

運
賃

表
に

は
「大

人
の

運
賃

」が

書
か

れ
て

い
る

ん
だ

っ
た

よ
ね

。

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う
う

ん
ち

ん

3 - 106



２
．
運
賃
表
の
見
方

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

＜
ク

イ
ズ

！
！

＞ 10

 整
理

券

運
賃

表
 

次
は

仙
台

駅
前

整
理

券
番
号

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

バ
ス

5
00

5
0
0

5
0
0

4
0
0

4
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

2
0
0

2
0
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
00

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

い
く
ら

は
ら

え
ば

い
い

か
わ

か
る

か
な

？

3 - 107



２
．
運
賃
表
の
見
方

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

＜
ク

イ
ズ

！
！

＞ 12

 整
理

券

運
賃

表
 

次
は

仙
台

駅
前

整
理

券
番
号

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

バ
ス

5
20

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

3
6
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
00

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

3 - 108



２
．
運
賃
表
の
見
方

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

＜
ク

イ
ズ

！
！

＞ 3

 整
理

券

運
賃

表
 

次
は

仙
台

駅
前

整
理

券
番
号

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

バ
ス

5
20

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

3
6
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
00

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

3 - 109



２
．
運
賃
表
の
見
方

バ
ス

カ
ー

ド
は

こ
こ

に
い

れ
る

よ
。

＜
ク

イ
ズ

！
！

＞ 7

 整
理

券

運
賃

表
 

次
は

仙
台

駅
前

整
理

券
番
号

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

バ
ス

5
20

5
2
0

5
2
0

5
2
0

5
2
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

4
1
0

3
6
0

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

1
00

1
0
0

1
0
0

乗 継

地
下

一
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

地
下

二
区

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

バ
ス

１
２

３
４

５
六

７
８

九
１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
六

１
７

１
８

１
九

２
０

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う

せ
い

り
け

ん

3 - 110



２
．
運
賃
表
の
見
方

う
ん

ち
ん

ひ
ょ

う 大
人

料
金

を
半

分
（2

で
わ

る
）に

す
る

と
き

に
注

意
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

そ
れ

は
「一

の
位

が
０

に
な

る
よ

う
に

切
り

上
げ

」を
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と

い
う

こ
と

で
す

。

バ
ス

で
は

ら
う

お
金

で
“
1
円

玉
”
と

“
5
円

玉
”
は

つ
か

え
な

い
ん

だ
っ

た
ね

!

…
で

も
、

切
り

上
げ

っ
て

何
？

？

切
り

上
げ

と
は

●
バ

ス
料

金
を

2で
わ

る
と

一
の

位
が

「
０

」
に

な
る

時
と

、
「
５

」
に

な
る

時
の

2パ
タ

ー
ン

あ
り

ま
す

。

●
た

と
え

ば
…

①
大

人
料

金
34

0円
 

子
ど

も
料

金
は

34
0円

÷
2＝

17
0円

 
一

の
位

が
0な

の
で

そ
の

ま
ま

②
大

人
料

金
41

0円
 

子
ど

も
料

金
は

41
0円

÷
2＝

20
5円

 
21

0円
（
一

の
位

が
5な

の
で

切
り

上
げ

）

り
ょ

う
き

ん

り
ょ

う
き

ん

き
あ

ち
ゅ

う
い

ど
う

し
て

も
料

金
が

分
か

ら
な

い
時

は
、

運
転

手
さ

ん
に

聞
き

ま
し

ょ
う

り
ょ

う
き

ん
う

ん
て

ん
し

ゅ

3 - 111



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下鉄に乗って出かけよう 
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1
ア

リ
お

ね
え

さ
ん

コ
テ

ツ

3 - 113



2

１
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
は

ど
ん
な

の
り
も
の
？

ち
か

て
つ

し
ゃ

①
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

大
き
さ

ち
か

て
つ

し
ゃ

お
お

地
下

鉄
の

で
ん

車
は

バ
ス

８
だ

い
と

お
な

じ
く

ら
い

だ
よ

。

ち
か

て
つ

し
ゃ

地
下

鉄
の

で
ん

車
は

で
ん

き
を

つ
か

っ
て

う
ご

い
て

い
る

ん
だ

よ
。

ち
か

て
つ

し
ゃ

地
下

鉄
の

で
ん

車
は

ど
れ

く
ら

い
の

大
き

さ
な

の
？

ち
か

て
つ

し
ゃ

お
お

地
下

鉄
の

で
ん

車
っ

て
ど

う
や

っ
て

う
ご

い
て

い
る

の
？

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 114



3

②
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

中
ち

か
て
つ

し
ゃ

な
か

う
ん

て
ん

せ
き

は

ど
う

な
っ

て
る

の
？

地
下

鉄
の

で
ん

車
に

人
は

ど
れ

く
ら

い
の

れ
る

の
？

ち
か

て
つ

し
ゃ

ひ
と

う
ん

て
ん

し
ゅ

さ
ん

が
ひ

と
り

で
う

ん
て

ん
し

て
い

る
ん

だ
よ

。

い
ち

ど
に

や
く

８
０

０
人

の

人
が

の
れ

る
ん

だ
よ

。
ひ
と

に
ん

１
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
は

ど
ん
な

の
り
も
の
？

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 115



4

③
ち

き
ゅ

う
に

や
さ

し
い

！

①
は

や
い

！
じ

か
ん

ど
お

り
！

②
ま

ち
じ

か
ん

が
み

じ
か

い
！

ど
う

ろ
じ

ゅ
う

た
い

や
し

ん
ご

う
が

な
い

か
ら

、
は

や
い

ん
だ

よ
。

た
く

さ
ん

の
人

が
の

れ
る

か
ら

、
ち

き
ゅ

う
に

や
さ

し
い

ん
だ

よ
。

ひ
と

1
日

に
や

く
１

７
０

か
い

は
し

っ
て

い
る

ん
だ

よ
。

に
ち

２
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

す
ご
い
と
こ
ろ

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 116



5

①
駅

の
入

口
え
き

い
り
ぐ
ち

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

 

 シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク

地
下

鉄
の

入
口

に
は

、
シ
ン
ボ

ル
マ

ー
ク
や

駅
名
が

ひ
ょ
う
じ

さ
れ
て
い
る
よ
！

ち
か

て
つ

い
り
ぐ
ち

え
き

め
い

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 117



6

②
運
賃
を

し
ら
べ
よ
う

②
運

賃
を

し
ら

べ
よ

う
！

み
ん

な
は

大
人

の
は

ん
ぶ

ん
の

運
賃

だ
よ

！

う
ん
ち
ん

お
と
な

う
ん
ち
ん

う
ん
ち
ん

①
み

ん
な

が
い

る
駅

は
、
●
の

駅
だ
よ
！
お
り
る
駅
を

さ
が
そ
う
！

わ
か
っ
た
ら
、
ど
こ
い
き
の

で
ん
車
に

の
る
か

し
ら
べ
て
み
よ
う
！

え
き

え
き

え
き

し
ゃ

●
か

ら
下

の
駅

に
い

く
と

き
は

「
富

沢
行

」
だ

よ
！

し
た

え
き

と
み
ざ
わ
い
き

●
か

ら
上

の
駅

に
い

く
と

き
は

「
泉

中
央

行
」

だ
よ

！

う
え

え
き

い
ず
み
ち
ゅ
う
お
う
い
き

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 118



7

③
き
っ
ぷ
の

か
い
か
た ①

②

③

地
下

鉄
は

の
る

ま
え

に
き

っ
ぷ

を
か

う
ん

だ
ね

。

ち
か

て
つ

券
売

機
で

き
っ

ぷ
を

か
い

ま
し

ょ
う

。

け
ん
ば
い

き

＜
券

売
機

＞
け

ん
ば

い
き

か
ね

い

こ
ど
も
う
ん
ち
ん

お

③
出

て
き

た
き

っ
ぷ

を
と

ろ
う

！

で

①
お

金
を

入
れ

よ
う

！
か
ね

い

②
子
供
運
賃
の

き
っ
ぷ
ボ
タ
ン

を
押

そ
う
！

こ
ど
も

う
ん
ち
ん

お

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 119



8

④
改
札
の

と
お
り
か
た

＜
改

札
＞

か
い

さ
つ

か
い
さ
つ

で
ん

車
に

の
る

ま
え

に

改
札

を
と

お
る

ん
だ

ね

し
ゃ

か
い
さ
つ

改
札

は
、

き
っ

ぷ
を

き
か

い
に

入
れ

て
か

く
に

ん
す

る
と

こ
ろ

だ
よ

か
い
さ
つ

い

と
お

れ
る

改
札

は

ど
こ

か
な

？

か
い
さ
つ

み
ど

り
の

や
じ

る
し

の

改
札

が

と
お

れ
る

よ
！

か
い
さ
つ

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 120



9

き
っ
ぷ
は

わ
す
れ
ず
に

と
ろ
う

１２

き
っ

ぷ
の

表
お

も
て

き
か

い
に

き
っ

ぷ
を

入
れ

て

改
札

を
と

お
り

ま
し

ょ
う

！

い

か
い
さ
つ

表
に
し
て

入
れ
て
ね
！

お
も
て

い

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

④
改
札
の

と
お
り
か
た

か
い
さ
つ

3 - 121



1
0

⑤
で
ん
車
の

ま
ち
か
た
・
な
ら
ぶ

ば
し
ょ

↑
1
番

線
は

「
富

沢
行

」
ば
ん
せ
ん

と
み
ざ
わ
い
き

↑
2
番

線
は

「
泉

中
央

行
」

ば
ん
せ
ん

い
ず
み
ち
ゅ
う
お
う
い
き

ホ
ー

ム
さ

く

し
ゃ

ホ
ー

ム
さ

く
に

よ
り

か
か

ら
な

い
で

ね
は

く
せ

ん
の

う
ち

が
わ

に
な

ら
ぼ

う

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 122



1
1

⑤
で
ん
車
の

ま
ち
か
た
・
な
ら
ぶ

ば
し
ょ

し
ゃ

①
で

ん
車

は
お

り
る

人
が

お
り

て
か

ら
の

り
ま

し
ょ

う
。

②
お

り
る

人
が

お
り

や
す

い
よ

う
に

青
色

の
と

こ
ろ

で
ま

ち
ま

し
ょ

う
。

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 123



1
2

⑥
で
ん
車
の

中
で
は

し
ゃ

な
か

ち
か
て
つ

し
ゃ

で
ん

車
の

中
で

は
、

さ
わ

い
だ

り
し

な
い

で
し

ず
か

に
し

ま
し

ょ
う

！

し
ゃ

な
か

お
年

寄
り

や
か

ら
だ

の

不
自

由
な

人
に

席
を

ゆ
ず

ろ
う

ね
！

と
し

よ

ふ
じ
ゆ
う

ひ
と

せ
き

き
ち

ん
と

イ
ス

に
す

わ
る

か
、

て
す

り
を

し
っ

か
り

も
ち

ま
し

ょ
う

！

ド
ア

の
ち

か
く

で
は

ゆ
び

を
は

さ
ま

な
い

よ
う

に
き

を
つ

け
て

ね
！

＜
優

先
席

＞
ゆ
う
せ
ん
せ
き

＜
ち

ゅ
う

い
マ

ー
ク

＞

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 124



1
3

⑦
で
ん
車
を

お
り
た
ら

し
ゃ

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
は

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
、

た
ち

止
ま

っ
た

ま
ま

の
り

ま
し

ょ
う

。

て

と

き
い

ろ
の

出
口

あ
ん

な
い

を

か
く

に
ん

し
て

改
札

ま
で

す
す

み
ま

し
ょ

う

で
ぐ
ち

か
い
さ
つ

出
口

あ
ん

な
い

で
ぐ
ち

と
お

れ
る

改
札

は
ど

こ
か

な
？

か
い
さ
つ

み
ど

り
の

や
じ

る
し

の
改

札
が

と
お

れ
る

よ
！

か
い
さ
つ

表
に

し
て

入
れ
て
ね

！
お
も
て

い

き
っ

ぷ
は

き
か

い
が

か
い

し
ゅ

う

す
る

か
ら

、
止

ま
ら

ず
に

出
よ

う
！

と
で

３
．
地
下
鉄
の

で
ん
車
の

の
り
か
た

・
お
り
か
た

ち
か

て
つ

し
ゃ

3 - 125



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通と地球温暖化 
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こ
う

つ
う

と
ち

き
ゅ

う
お

ん
だ

ん
か

2
0
1
2
年
1
0
月
2
3
日

仙
台

市
立

茂
庭

台
小

学
校

宮
城

県
地

球
温

暖
化

防
止

活
動

推
進

員
き

く
ち

と
し

こ
ス

ト
ッ

プ
温

暖
化

セ
ン

タ
ー

み
や

ぎ
き

し
え

り

3 - 127



9
月
2
7
日

と
1
0
月

３
日

の
お

さ
ら

い

3 - 128



9
月
2
7
日

（
木

）

バ
ス

の
乗

り
方

を
学

ん
だ

ね
！

3 - 129



バ
ス

と
ち

か
て

つ
で

科
学

館
へ

！

1
0
月

３
日

（
水

）

3 - 130



バ
ス

・
ち

か
て

つ
と

く
る

ま

3 - 131



バ
ス

で
G
O

！

6
0
人

が
一

台
の

バ
ス

に
の

り
ま

し
た

。

3 - 132



く
る

ま
で
G
O

！

た
く
さ

ん
の

く
る

ま
が

必
要

だ
ね

！

3 - 133



3 - 134



く
ら

し
と

お
ん

だ
ん

か

3 - 135



そ
の

た
め

に
ね

ん
り

ょ
う

を
も

や
し

ま
す

た
く
さ

ん
の

ガ
ス

が
発

生
し

ま
す

。

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
は

む
か

し
よ

り
べ

ん
り

に
な

り
ま

し
た

3 - 136



ふ
と

ん
み

た
い

な
、

お
ん

し
つ

こ
う

か
ガ

ス
！

こ
の

お
ん

し
つ

こ
う

か
ガ

ス
が

、
ち

き
ゅ

う
を

お
お

っ
て

ふ
と

ん
み

た
い

に
な

る
。

暑
い

、
暑

い
！

3 - 137



あ
た

た
め

る
ガ

ス
っ

て
な

に
？

•
に

さ
ん

か
た

ん
そ

Ｃ
Ｏ

２
（
ｼ
ｰ

ｵ
ｰ

ﾂ
ｳ

）

•
お

ん
し

つ
こ

う
か

ガ
ス

3 - 138



２
０

～
２

５
日

け
い

こ
う

灯

２
～

３
回

お
ふ

ろ
１

０
ｋ
ｍ

走
る

と

燃
費

１
０

ｋ
ｍ
/

く
る

ま
は

、
Ｃ

Ｏ
２

を
ど

れ
く
ら

い
出

す
の

？

ど
ん

な
乗

り
物

を
使

え
ば

、
ち

き
ゅ

う
に

や
さ

し
い

の
？

く
る

ま
は

バ
ス

の
3
倍

人
1
人

を
1
km

運
ぶ

と
き

に
で

る
C
O
2
の

比
較

(g
‐C
O
2
/人

㌔
)

3 - 139



南
極

な
ど

の
氷

が
溶

け
て

海
の

水
が

ふ
え

、
沈

ん
で

し
ま

う
と

こ
ろ

が
多

く
な

る
!

3 - 140
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ち
き

ゅ
う

を
守

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
っ

て
？

3 - 142



で
ん

し
ゃ

や
バ

ス
を

り
よ

う
す

る
と

・
・
・

ど
う

な
る

Ｃ
Ｏ

２
が

へ
る

！

じ
ゅ

う
た

い
が

へ
る

！

で
ん

し
ゃ

・バ
ス

が

も
っ

と
べ

ん
り

に
な

る
！

お
み

せ
が

げ
ん

き
に

な
る

！

地
球

に
や

さ
し

い
！

く
る

ま
を

う
ん

て
ん

し
な

い
お

と
し

よ
り

や
こ

ど
も

に
や

さ
し

い
！
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バ
ス

や
で

ん
し

ゃ
っ

て
、

ち
き

ゅ
う

に
や

さ
し

い
の

り
も

の
な

ん
だ

ね
！
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公共交通について(中学年用) 
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た
く
さ

ん
の

人
が

い
っ

し
ょ

に
乗

れ
る

乗
り

物
を

「
公

共
交

通
」
と

い
い

ま
す
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バ
ス

や
電

車
と

自
動

車
の

よ
い

と
こ

ろ
と

よ
く

な
い

と
こ

ろ
を

考
え

て
み

よ
う

！
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自
動

車
は

ど
ん

な
人

で
も

利
用

で
き

る
か

な
？

お
と
し
よ
り

高
校
生

に
ん
ぷ
さ
ん

け
が
を
し
た
人

身
体
の
不
自
由
な
人

ヒ
ン

ト
①
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バ
ス

や
電

車
は

ど
れ

く
ら

い
の

人
が

乗
れ

る
か

な
？

自
動

車
は

ど
れ

く
ら

い
の

人
が

乗
れ

る
か

な
？

ヒ
ン

ト
②
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み
ん

な
が

自
動

車
で

い
ど

う
し

た
ら

ど
う

な
る

か
な

？

ヒ
ン

ト
③
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自
動

車
を

ど
こ

に
で

も
ち

ゅ
う

車
す

る
こ

と
は

で
き

る
か

な
？

ヒ
ン

ト
④
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バ
ス

や
電

車
は

ど
こ

で
も

乗
る

こ
と

や
、

お
り

る
こ

と
が

で
き

る
か

な
？

ヒ
ン

ト
⑤
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バ
ス

や
電

車
は

い
つ

で
も

乗
れ

る
か

な
？

ヒ
ン

ト
⑥
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○
バ

ス
や

電
車

は
お

と
し

よ
り

も
身

体
の

不
自

由
な

人
も

だ
れ

で
も

利
用

で
き

る
よ

△
自

動
車

は
運

転
で

き
る

人
が

い
な

い
と

利
用

で
き

な
い

よ

お
と
し
よ
り

高
校
生

に
ん
ぷ
さ
ん

け
が
を
し
た
人

身
体
の
不
自
由
な
人

お
と
し
よ
り
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○
バ

ス
や

電
車

は
い

ち
ど

に
た

く
さ

ん
の

人
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

よ
△

自
動

車
は

少
し

の
人

し
か

乗
れ

な
い

よ

バ
ス

：
6
0
～

8
0
人

地
下

鉄
：
8
0
0
人

自
動

車
：
4
～

8
人
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み
ん

な
が

自
動

車
で

い
ど

う
し

た
ら

△
じ

ゅ
う

た
い

す
る

ね
△

は
い

気
ガ

ス
が

い
っ

ぱ
い

出
る

ね
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△
自

動
車

は
ち

ゅ
う

車
場

が
な

い
と

こ
ろ

に
は

行
け

な
い

ね
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△
バ

ス
は

バ
ス

停
、
電

車
は

駅
で

し
か

乗
る

こ
と

や
お

り
る

こ
と

が
で

き
な

い
よ

△
バ

ス
や

電
車

は
走

る
ル

ー
ト
が

決
ま

っ
て

い
る

よ
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△
バ

ス
や

電
車

は
走

る
時

こ
く

が
決

ま
っ

て
い

る
よ
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紙芝居 
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バスの時刻調べ(テキスト) 
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鶴巻小学校(中学年) 
 

 

 

バスの時刻調べ 

(テキスト) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 4 組  

氏  名  

3 - 173



鶴巻小学校(中学年) 

 1

はじめに 

■ みなさんの通っている「鶴巻小学校」と、見学に行く「葛岡ごみ処理場
しょりじょう

は」下の図のような位置
い ち

関係
かんけい

になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ バスで「鶴巻小学校」から「葛岡ごみ処理場
しょりじょう

」へ行くには、一度仙

台駅まで行って、乗り換
か

える必要があります。 
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鶴巻小学校(中学年) 

 2

１．市バスの時刻などをインターネットで調べよう  
■ みなさんは市営の路線バス（市バス）で仙台駅まで行きます。 

（仙台駅～ごみ処理場の間は貸し切りバスで移動します） 

■ 「鶴巻小学校前」から「仙台駅前」までのバスを調べます。 

■ 市バスの時刻の調べ方 

①「仙台市交通局」のホームページを調べます 

②左側に「せんだい市バス・地下鉄ナビ」があります。「経路
け い ろ

・運賃
うんちん

を調べる」

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをクリック！
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鶴巻小学校(中学年) 

 3

③画面中央にバスの「路線図」や「バス停名」、左には「出発地」「到 着
とうちゃく

地」「出

発時刻
じ こ く

」などを入力する画面になります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④画面中央の「路線図」から「出発するバス停」をえらんでクリック。 

 今回の場合は「鶴巻小学校前」のバス停です。 

 （青色は地下鉄駅の名前、黒色はバス停の名前です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック！
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鶴巻小学校(中学年) 

 4

 

⑤「出発地」の      に「鶴巻小学校前/バス」と入れば OK。 

 次は到 着
とうちゃく

地
ち

をえらびます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥画面中央の「路線図」から「目的のバス停」をえらんでクリック。 

 今回の場合は「仙台駅前」のバス停です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック！
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鶴巻小学校(中学年) 

 5

⑥「到着地
とうちゃくち

」の      に「仙台駅前/バス」と入れば OK。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦次は「検索
けんさく

日時」のところにある“平日”の横の ○（ラジオボタンといい

ます）をクリックします。 

 “平日” のラジオボタンに青色の●が入れば OK。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここをクリック！
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鶴巻小学校(中学年) 

 6

⑨次に“調べる時刻
じ こ く

”を入れます。今回は例として「９時 0 分頃に出発するバ

ス」を調べるので、“９時 0 分”を入れます。「時」「分」横にある ▼ をク

リックすると数字が並びます（プルダウンといいます） 

「時」のプルダウンから“９”、「分」のプルダウンから“0”をそれぞれえら

びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“9”を選んで

クリック 

「分」の方も▼をクリック

して“0”をクリック 
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鶴巻小学校(中学年) 

7 

⑩“９時 0 分”が入ったら、その下にある“出発時刻
じ こ く

指定”のラジオボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪全て入れ終わったら、「検索
けんさく

」ボタンをクリックします。 

（これで「鶴巻小学校前バス停」を「平日」の「9 時０分」より後に出発し

て「仙台駅前バス停」に行くバスを検索
けんさく

できます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをクリック！ 

ここをクリック！ 
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鶴巻小学校(中学年) 

8 

 

鶴巻小学校前から仙台駅前までの、バスの時刻調べの完成です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□候補
こ う ほ

が３つまで出ます 

□たとえば 1 番目の候補
こ う ほ

は 

 ・9 時 2 分出発 

 ・仙台駅前には 9 時３１分に到 着
とうちゃく

 

 ・料金は４８０円（子供は２３０円） 

 ・移動距離は１０.４㎞ 

というバスがある、ということになります。 

 

 

 

 

 

3 - 181



鶴巻小学校(中学年) 

9 

メ モ 帳 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

＜作 成＞ 

仙台市小学生交通環境学習推進委員会 事務局 

※このワークシートは交通エコロジー・モビリティ財団の支援を受けて作成しました 
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バスの時刻調べ(電子教材) 
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バ
ス

の
時

刻
調

べ
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は
じ
め
に

◆
鶴

巻
小

学
校

か
ら

松
森

の
ご

み
処

理
場

ま
で

の
バ

ス
に

つ
い

て
調

べ
ま

し
ょ

う
。

◆
小

学
校

、
ご

み
処

理
場

の
位

置
は

下
図

の
通

り
。

バ
ス

で
行

く
に

は
仙

台
駅

で
の

乗
り

か
え

が
必

要
で

す
。
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
最

初
は

仙
台

市
営

バ
ス

（市
バ

ス
）に

乗
り

ま
す
(仙

台
駅

と
ご

み
処

理
場

の
間

は
貸

し
切

り
バ

ス
で

移
動

し
ま

す
の

で
鶴

巻
小

と
仙

台
駅

の
間

の
バ

ス
を

調
べ

ま
し

ょ
う
)

◆
「
仙

台
市

交
通

局
」
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
使

っ
て

バ
ス

の
時

こ
く
を

調
べ

ま
し

ょ
う

。
◆

「
鶴

巻
小

学
校

前
」
か

ら
「
仙

台
駅

前
」
ま

で
行

き
ま

す
。

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
！

仙
台

市
交

通
局

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
画

面
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
画

面
中

央
に

バ
ス

の
「
路

線
図

」
や

「
バ

ス
停

名
」
、

左
に

は
「
出

発
地

」
「
到

着
(と

う
ち

ゃ
く
)

地
」
「
出

発
時

刻
(じ

こ
く
)」

な
ど

を
入

力
す

る
画

面
に

な
り

ま
す

。
◆

最
初

は
仙

台
駅

が
真

ん
中

に
く
る

よ
う

に
表

示
さ

れ
ま

す
。
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
画

面
中

央
の

「
路

線
図

」
か

ら
「
出

発
す

る
バ

ス
停

」
を

え
ら

ん
で

ク
リ

ッ
ク

。
◆

今
回

の
場

合
は

「鶴
巻

小
学

校
前

」の
バ

ス
停

で
す

。
◆

鶴
巻

小
学

校
は

仙
台

駅
か

ら
見

て
東

（
右

）
の

ほ
う

に
あ

り
ま

す
。

ク
リ

ッ
ク

！

※
青

色
の

文
字

は
地

下
鉄

の
駅

名
、

黒
色

の
文

字
は

バ
ス

停
名
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
「
出

発
地

」
の

に
「
鶴

巻
小

学
校

前
/バ

ス
」
と

入
れ

ば
O
K
。

◆
次

は
到

着
(と

う
ち

ゃ
く
)地

(ち
)を

え
ら

び
ま

す
。

3 - 189



バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
画

面
中

央
の

「
路

線
図

」
か

ら
「
目

的
の

バ
ス

停
」
を

え
ら

ん
で

ク
リ

ッ
ク

。
◆

今
回

の
場

合
は

「
仙

台
駅

前
」
の

バ
ス

停
で

す
。

ク
リ

ッ
ク

！
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
「
到

着
地
(と

う
ち

ゃ
く
ち
)」

の
に

「
仙

台
駅

前
/バ

ス
」
と

入
れ

ば
O
K
。
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
次

は
「
検

索
(け

ん
さ

く
)日

時
」
の

と
こ

ろ
に

あ
る

“
平

日
”
の

横
の

○
（
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
と

い
い

ま
す

）
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

◆
“
平

日
”

の
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
に

青
色

の
●

が
入

れ
ば
O
K
。

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
！
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
次

に
“
調

べ
る

時
刻
(じ

こ
く
)”

を
入

れ
ま

す
。

◆
た

め
し

に
「
9
時
0
分

よ
り

後
に

出
発

す
る

バ
ス

」を
調

べ
る

の
で

、
“
9
時
0
分

”と
入

れ
ま

す
。

「
時

」
「
分

」
横

に
あ

る
▼

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

数
字

が
並

び
ま

す
(プ

ル
ダ

ウ
ン

と
い

い
ま

す
)

◆
「
時

」
の

プ
ル

ダ
ウ

ン
か

ら
“
9
”
、

「分
」の

プ
ル

ダ
ウ

ン
か

ら
“
0
”を

そ
れ

ぞ
れ

え
ら

び
ま

す
。

“9
”を

選
ん

で
ク

リ
ッ

ク

「
分

」
の

方
も

▼
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

“
0

”を
ク

リ
ッ

ク
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
“
9
時
0
分

”
が

入
っ

た
ら

、
そ

の
下

に
あ

る
“
出

発
時

刻
(じ

こ
く
)指

定
”
の

ラ
ジ

オ
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。 こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
！
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

◆
全

て
入

れ
終

わ
っ

た
ら

、
「
検

索
(け

ん
さ

く
)」

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

◆
こ

れ
で

「
鶴

巻
小

学
校

前
バ

ス
停

」
を

「
平

日
」
の

「
9
時
0
分

」
よ

り
後

に
出

発
し

て
「仙

台
駅

前
バ

ス
停

」
に

行
く
バ

ス
を

検
索
(け

ん
さ

く
)す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
！
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バ
ス
の
時
こ
く
調
べ
①

市
バ

ス
の

時
刻

調
べ

の
完

成

ル
ー

ト
の

こ
う

ほ
が

３
つ

表
示

さ
れ

ま
す

。

例
え

ば
1番

目
の

こ
う

ほ
は

…
○

9時
2分

出
発

○
仙

台
駅

前
に

は
9時

31
分

に
到

着
(と

う
ち

ゃ
く

)
○

料
金

は
23

0円
○

移
動

距
離

は
10

.4
㎞

と
い

う
バ

ス
が

あ
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
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バスの時刻調べ(worksheet) 
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台原小学校 
 

 

 

バスの時刻調べ 

(ワークシート) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  年  組  

氏  名  
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台原小学校 
 

 

 

 

１．目的地の最寄り
も よ り

のバス停はどこか調べてみよう。 

調べた「バス停」を書いてみよう！ 
 

 

□まず地下鉄に乗って、全員「地下鉄仙台駅」まで 

 

 

□最初の目的地              まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１：バスに乗る時刻
じ こ く

を調べよう！ 

地
下
鉄
仙
台
駅 

① ② 

 

 

 

 

 

 

① 

仙
台
駅
前
バ
ス
停 

バ
ス
停 

徒歩 徒歩 

台
原
小
学
校 

地
下
鉄
台
原
駅 

4.2Km 

徒歩 
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台原小学校 
 

 

２．ホームページで調べた事をまとめよう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 分発 

地
下
鉄
仙
台
駅 

① ② 

 

 

 

 

 

 

仙
台
駅
前
バ
ス
停 

バ
ス
停 

徒歩 徒歩 

台
原
小
学
校 

地
下
鉄
台
原
駅 

時 分着

番のりば 

料金  円 

Km
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台原小学校 
 

 

 

２つめ以降
い こ う

の目的地までの最寄り
も よ り

のバス停、バスの時刻など

を調べて書いてみよう。 

移動手段 
出発地 

※1 
出発時刻

到着地 

※1 
到着時刻

所要時間

※2 

移動距離

※2 

地下鉄 

バス 

徒歩 
台原駅 ： 仙台駅 ：  8 

分

4.2 
km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

地下鉄 

バス 

徒歩 

 
： 

 
： 

分 km

※1：出発、到着の「バス停名」や「地下鉄駅名」を書きましょう 

※2：バス・地下鉄での移動のみ、仙台市交通局のホームページで調べた

数字を書きましょう 

 

 

 

 

上手に調べる事ができたかな？ 

次は実際に出かけてみよう！！ 

ステップ２：同じように調べてみよう！ 
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○仙台駅についてからバスで移動した距離の合計は？ 

ワークシートに記入した移動距離を足してみましょう。 

 

→  ①        km 

 

○①で計算した距離を使って、以下の計算をしてみましょう。 

 

          → ①    km ×  60 ＝ ② 

 

          → ①    km × 260 ＝ ③ 

 

○あなたの班の人数を④に記入し計算をしてみましょう 

 

     → ②      × ④     人 ＝  ⑤ 

 

 

 

 

 

 

 これはいったい何の数字でしょう？次のページを見てみましょう！ 

 

おまけステップ：計算してみよう 
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答：皆さんが移動したことにより出される二酸化炭素の量 
 

 

③は班のみんなで一緒にバスで移動（今回の研修での移動）した場合に

出る二酸化炭素の量 

③     g 

 

 

⑤は、仮に今回の研修での移動を、班のみんなそれぞれが自家用車で移

動した場合に出る二酸化炭素の量                 

⑤          g 

 

 

みなさんの場合どちらが多かったでしょう？ 

 

下のような場合も考えてみましょう。 

・もし班員が 10 人だったら… 

・もし班員が 15 人だったら… 

 

 

 

 

二酸化炭素

にさんかたんそ

って何？ 

詳しくは巻末
かんまつ

の付録
ふ ろ く

を読んでみましょう！！ 
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メ モ 帳 
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付録
ふ ろ く

：移動
い ど う

と環境
かんきょう

について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地球表面の空気や、海の温度が少しずつ上がっていく現象

地球温暖化って知ってますか？
ち きゅう おん だん か

地球温暖化って何？
げんしょう

ち きゅうおん だん か

どうしてそんなことが起こるの？

ごみを捨てる 車や電車を使う

二酸化炭素が出る

明かりをつける エアコンを使う お湯を沸かす

料理する

地球の温度が上がる（地球温暖化）

海水浴場が無くなる！

熱中症になりやすくなる！食べ物が少なくなる！

今まで無かった病気が日本で！

二酸化炭素を出す事

みんなのまわりで起きる事

右のようなながれで、
地球温暖化が進みます。

原因や、地球温暖化の
影響については

次のページ以降を読んで
みましょう

げんいん

◆主な原因は、みんながいつも吸っている空気中に

ほんの少しだけ含まれている二酸化炭素という気体です

◆二酸化炭素は太陽から浴びる熱を宇宙へ逃がさないよう、閉じ込める働きをします

(二酸化炭素が無いと逆に地球は寒すぎて、人間は生きられません)

◆しかし、二酸化炭素が増えると、地球の温度が高くなっていきます

◆これが地球温暖化です

地球温暖化のって知ってますか？
ち きゅう おん だん か

何が原因？

どういうしくみで温暖化するの？

78%

21%

1%

窒素

酸素

その他

に さん か たん そ

げんいん す

ふく

ほんの少ししかない「その他」に中の
さらにほんの少しが二酸化炭素です

きたい

げんいん

うちゅう に と こ

ふ

ち きゅう おん だん か

おん だん か

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

空気
全体

▲ふつうの地球 ▲温暖化した地球

熱が逃げていかない！

ぎゃく

少しだけ熱が地球に残り
余分な熱は宇宙に逃げていく
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地球温暖化の影響？
ち きゅう おん だん か

出典：エコモ財団HP

◆お米、くだものなど、食べ物を作れなくなり、食べ物が少なくなる

◆夏の気温が上がり、熱中症になりやすくなる

◆今まで外国にしか無かったような病気が、日本で流行する

◆ビーチが消え、海水浴ができなくなる

◆雨が降らず、水が足りなくなる などなど…

私たちの身のまわりで、どんなことがおこるの？

氷河が溶けたり… サンゴが死んだり… 干ばつが広がったり

※干ばつ：長い間雨が降らず、土地が乾く現象

ねっちゅうしょう

げんしょうかわ

ち きゅうおん だん か

地球温暖化するとどうなるの？

よくわからないなぁ…
外国の話？

私たちには関係無いんじゃ
ないの？？

そりゃ大変だ!

ち きゅうおん だん か

二酸化炭素と乗り物
に さん か たん そ の もの

◆息をする(人間がはくのは二酸化炭素)

◆明かりをつけたりエアコンを使ったりする

◆お湯をわかす、ごはんを作る

◆ゴミを捨てる(燃やす)

◆車や電車を使う

何をすると二酸化炭素が出るの？

＜みんなはふだん乗り物を使って移動をしますよね？＞

◆車やバスの燃料であるガソリンを燃やして出る排気ガスに二酸化炭素が含まれます

◆電車は電気で動きます(ガソリンを使いません)が、電気を作る時に二酸化炭素を出し

ます。

◆人が車や電車を使うと

必ず二酸化炭素を出します。

二酸化炭素と乗り物

＜排気ガス＞

この中に、二酸化

炭素がいっぱい

入っています。

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

ゆ

す も

いどう

ねんりょう も はいき に さん か たん そ ふく

に さん か たん そ

に さん か たん そ
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＜作 成＞ 

仙台市小学生交通環境学習推進委員会 事務局 

※このワークシートは交通エコロジー・モビリティ財団の支援を受けて作成しました 

じ か よう しゃ こう きょう こう つう

身近な乗り物がどのくらい二酸化炭素を出すのか比べてみよう！！

<自家用車>

5人乗れます

1㎞走るごとにおよそ60g

の二酸化炭素を出します

一人当たり12gです

＜バス＞

50人乗れます

1㎞走るごとにおよそ260g

の二酸化炭素を出します

一人当たりおよそ5gです

＜電車＞

500人乗れます

1㎞走るごとにおよそ440g

の二酸化炭素を出します

一人当たりおよそ1gです

二酸化炭素と乗り物
に さん か たん そ

に さん か たん そ

じ か よう しゃ

に さん か たん そ に さん か たん そ に さん か たん そ

に さん か たん そ

大人数で使えば、バスや電車の方

が二酸化炭素が少ないんだね。

でも、5人までならやっぱり車を

使った方がいいよね？

みんなが利用しなくても、バスや電車は毎日同じだけ

走っています。つまり、自家用車を使った分だけ、地球

上の二酸化炭素は増えるということになり、電車やバ

スを使った方が二酸化炭素を少なくできるんですよ。
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公共交通について(高学年用) 
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た
く

さ
ん

の
人

が
い

っ
し

ょ
に

乗
れ

る
乗

り
物

を
「
公

共
交

通
」
と

い
い

ま
す

出
典

：エ
コ

モ
財

団
H

P
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バ
ス

地
下

鉄
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仙
台

市
で

所
有

し
て

い
る

バ
ス

の
台

数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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1
日

に
運

行
し

て
い

る
バ

ス
の

台
数 出

典
：仙

台
市

交
通

局
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市
営

バ
ス

の
1
日

の
平

均
乗

車
人

数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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市
営

バ
ス

の
路

線
数

出
典

：仙
台

市
交

通
局

3 - 216



市
営

バ
ス

の
バ

ス
停

の
数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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に
じ

じ
こ

く

虹
の

丘
団

地
入

口
の

時
刻

表

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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仙
台

市
で

所
有

し
て

い
る

地
下

鉄
の

車
両

数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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1
日

に
運

行
し

て
い

る
地

下
鉄

の
本

数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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市
営

地
下

鉄
の

1
日

の
平

均
乗

車
人

数

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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出
典

：仙
台

市
交

通
局

市
営

地
下

鉄
の

路
線

図
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出
典

：仙
台

市
交

通
局

や
お

と
め

じ
こ

く

八
乙

女
駅

の
時

刻
表
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仙
台

市
の

人
口

出
典

：国
勢

調
査

、
住

民
基

本
台

帳

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1
00

0

1
20

0

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

仙
台

市
の

人
口

（
千

人
）
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市
営

バ
ス

の
年

間
乗

車
人

数

※
昭

和
59

年
度

以
降

に
は

敬
老

乗
車

証
に

係
る

分
を

含
む

。
平

成
5年

度
以

降
に

は
ふ

れ
あ

い
乗

車
証

に
係

る
分

を
含

む
。

02040608010
0

12
0

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

平成2年度

平成3年度

平成4年度

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

年
間

乗
車

人
数

（
百

万
人

）

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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う
ん

ち
ん

し
ゅ

う
に

ゅ
う

市
営

バ
ス

の
年

間
運

賃
収

入

※
昭

和
59

年
度

以
降

に
は

敬
老

乗
車

証
に

係
る

分
を

含
む

。
平

成
5年

度
以

降
に

は
ふ

れ
あ

い
乗

車
証

に
係

る
分

を
含

む
。

平
成

元
年

度
以

降
に

は
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
分

を
含

む
。

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

平成2年度

平成3年度

平成4年度

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

年
間

運
賃

収
入

（
億

円
）

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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わ
り

あ
い

市
営

バ
ス

の
運

営
費

の
割

合
※

平
成

2
3
年

度

出
典

：仙
台

市
交

通
局

運
賃

収
入

7
1
%

仙
台

市
の

補
助

金

（税
金

）

2
9
%

ほ
じ

ょ
き

ん
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利
用

者
が

減
少

し
て

い
る

の
は

な
ぜ

だ
ろ

う
？
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バ
ス

は
い

つ
で

も
乗

る
こ

と
が

で
き

る
か

な
？

出
典

：エ
コ

モ
財

団
H

P

バ
ス

は
ど

こ
で

も
乗

る
こ

と
や

、
お

り
る

こ
と

が
で

き
る

か
な

？

3 - 229



・
バ

ス
は

走
る

時
こ

く
や

ル
ー

ト
が

決
ま

っ
て

い
ま

す
・
バ

ス
は

バ
ス

停
で

し
か

乗
る

こ
と

や
お

り
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

・
自

動
車

や
バ

イ
ク

、
自

転
車

は
好

き
な

時
間

に
目

的
の

場
所

ま
で

移
動

で
き

ま
す

自
動

車
や

バ
イ

ク
、
自

転
車

で
移

動
す

る
人

が
増

え
て

い
ま

す

家
の

近
く

に
お

店
や

病
院

が
で

き
、
移

動
し

な
く

て
も

よ
く

な
っ

て
い

ま
す
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仙
台

市
が

バ
ス

を
運

営
し

続
け

る
理

由
を

考
え

て
み

よ
う

！
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ど
ん

な
人

達
が

バ
ス

を
待

っ
て

い
る

か
な

？

出
典

：エ
コ

モ
財

団
H

P

み
ん

な
が

自
動

車
で

移
動

し
た

ら
ど

う
な

る
か

な
？
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車
を

運
転

で
き

な
い

、
学

生
や

お
と

し
よ

り
、
身

体
の

不
自

由
な

人
達

の
た

め
に

バ
ス

は
必

要
で

す

バ
ス

が
な

く
な

り
、
自

動
車

だ
け

に
な

る
と

、
ち

ゅ
う

車
場

が
た

く
さ

ん
必

要
に

な
り

ま
す

み
ん

な
が

自
動

車
で

移
動

す
る

と
じ

ゅ
う

た
い

が
起

き
ま

す
ま

た
、
は

い
気

ガ
ス

も
た

く
さ

ん
出

る
の

で
空

気
が

汚
れ

ま
す

バ
ス

は
い

ち
ど

に
多

く
の

人
を

運
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
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パネル討論会用データ 
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仙
台

市
の

人
口

0

2
00

4
00

6
00

8
00

1
,0

0
0

1
,2

0
0

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

（
千

人
）

出
典

：国
勢

調
査
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仙
台

市
営

バ
ス

の
年

間
乗

車
人

数

02
0

4
0

6
0

8
0

1
00

1
20

昭和50年度

昭和55年度

昭和60年度

平成2年度

平成7年度

平成12年度

平成17年度

平成22年度

（
百

万
人

）

出
典

：仙
台

市
交

通
局
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う
ん

ち
ん

し
ゅ

う
に

ゅ
う

仙
台

市
営

バ
ス

の
年

間
運

賃
収

入

02
0

4
0

6
0

8
0

10
0

12
0

14
0

昭和50年度

昭和55年度

昭和60年度

平成2年度

平成7年度
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４． 効果測定 

 

小学生への交通環境学習の普及を目的とした本プログラムにて実施したモデル授業に

対する評価(効果測定)として、児童及び、その保護者へのアンケート調査を実施、集計、

分析することで行った。 

児童に対する調査は理解度、考え方等の変化を確認するため、交通環境学習の事前と

事後の 2 回、同じ調査票を使用した調査を実施した。保護者に対しては事後に 1 回のみ、

学校からのお便りという形でアンケート調査票を配布して実施している。 

次頁以降に、学校・学年ごとに調査票・効果測定結果の順に記載する。 
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４-１ 広瀬小学校(2 年生) 

１） 使用した調査票 

 児童用 (1)
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 保護者用 (2)
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２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 バスのリテラシー、特に運賃箱のどこに運賃を入れるかというところでは、授業後に

大きく理解度が向上している。 

 バスマナーに関しては、授業以前より理解があり、授業による理解度の向上はみられ

ない。 

 今後おうちの人とバスを使ってお出かけしたいかという利用意欲は、授業前後で大き

く変わらなかったが、内訳をみると、バスが環境にやさしいと理解している児童ほど

意欲は高く、環境についての授業実施による利用意欲向上が見込める。 

 

 

問1.どこからバスに乗るかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.お金や整理券を入れる場所はどこか

な？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.バスに関するクイズ 

① バスはお年寄りの役に立っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスは一度にたくさんの人を運ぶので

地球にやさしい 
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③ ループる仙台を見たことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問4.マナーに関するクイズ 

① バスでの座り方・立ち方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 優先席付近の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5.おうちの人と一緒にバスでおでかけし

たいかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① バスクイズ「お年寄りの役に立っている」

の正誤別に見た今後のバス利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスクイズ「たくさんの人を一度に運ぶ

ので地球にやさしい」の正誤別に見た、

今後のバス利用意欲 
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 保護者 (2)

 

 

 バスの乗り方、降り方について話をしたという家庭が約 5 割と最も多い 

 次いでマナーやおでかけについて約 3 割と多い 

 一方で約 3割の家庭では何も話さなかったと回答 

 特に話さなかった保護者は、何か話をした保護者に比べ、今後公共交通を利用する機

会は変わらないと回答する割合が高い。 

 

 

問1. 交通環境学習を終えて、お子様とどのよう

なお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2. お子様とのおでかけでのバスや電車、クル

マの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3. 今後お子様との外出時における、バスや電

車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供とした話の内容別、今後の公

共交通利用機会 
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４-２ 鶴巻小学校(2 年生) 

１） 使用した調査票 

鶴巻小 2 年生においては、児童用・保護者用ともに、広瀬小 2 年生にて使用した調査

票を同じものを使用した。 

 

２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 広瀬小の結果と同じくバスのリテラシーについて、理解度が向上している。 

 バスはお年寄りの役に立っているという事について理解度が向上しているが、その理

解度と今後のバスの利用意欲に関係性は特にみられない。 

 

 

 

問1.どこからバスに乗るかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.お金や整理券を入れる場所はどこかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.地下鉄の改札で通れるところはどこか

な？ 
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な？ 
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問5.バスに関するクイズ 

① バスはお年寄りの役に立っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスは一度にたくさんの人を運ぶので地

球にやさしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問6.マナーに関するクイズ 

① バスでの座り方・立ち方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 優先席付近での過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 乗車中の会話、携帯電話の使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問7.おうちの人といっしょにバスでおでかけ

したいかな？ 
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【クロス集計】 

 

① バスクイズ「お年寄りの役に立っている」の正誤別に見た、今後のバス利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスクイズ「たくさんの人を一度に運ぶので地球にやさしい」の正誤別に見た、今後のバ

ス利用意欲 
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 保護者 (2)

 

 

 地域の特徴として、公共交通の便が非常に悪いため、現状クルマの利用が非常に多く

約 5 割がお出かけの際は毎日クルマを利用と回答 

 また、今後の公共交通利用機会も変わらないとの回答が約 7割と多い 

 しかし、授業後子供と何かしら話をしている保護者は、今後公共交通利用機会が増え

るであろうと回答する割合が高くなっている 

 

 

問1.交通環境学習を終えて、お子様とどのよう

なお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.お子様とのおでかけでのバスや電車、クル

マの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.今後お子様との外出時における、バスや電

車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供と話した内容別、今後の公共

交通利用機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41%

36%

7%

27%

5%

29%

0% 20% 40% 60%

バスの乗り方・降り方

バスのマナー

バスについて

バスでのおでかけ

その他

特に話さなかった

54% 42%

23%

92%

73%

0% 50% 100%

バス

電車

クルマ

毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1回以下

2%

31%

67%

0%

増えると思う 少し増えると思う

変わらない 減ると思う

63%

47%

11%

42%

0%

11%

31%

31%

5%

18%

8%

38%

0% 20% 40% 60% 80%

バスの乗り方・降り方

バスのマナー

バスについて

バスでのおでかけ

その他

特に話さなかった

増えると思う、少し増えると思う 変わらない
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４-３ 茂庭台小学校(3 年生) 

１） 使用した調査票 

 児童用 (1)
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 保護者用 (2)
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２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 バスのリテラシー、バスクイズについて授業後に理解度が向上している。 

 先生が重点を置いていた「運賃表の見方」についても授業後にかなりの理解度向上が

みられる。 

 地下鉄については、バスに比べ授業前からもともと理解度が高かったものの、授業に

よる理解度向上がみられる。 

 授業後にバスや地下鉄の利用意欲が低下しているが、大人数で 1 台のバスに乗ったこ

となどにより、逆にバスが嫌になった可能性が考えられる。 

 バスや地下鉄が環境にやさしいと理解している児童の方が、今後のバスや地下鉄の利

用意欲が高くなっている。 

 

 

【バスについて】 

問1.どこからバスに乗るかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.バスに関するクイズ 

① バスはお年寄りの移動に役立っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスは一度にたくさんの人を運ぶので地

球にやさしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ るーぷる仙台を見たことがある 

 

 

 

 

 

  

58%

95%

42%

5%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

78%

98%

22%

2%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

65%

93%

35%

7%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

75%

72%

25%

28%

0% 50% 100%

学習前

学習後

見たことがある 見たことがない
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問3.運賃表が下のようになっている場合、みん

な(こども)が払う運賃はいくらかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地下鉄について】 

問1.券売機でお金を入れるところと、切符が出

てくるところは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.地下テルのホームではどこで待てばいい

かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.地下鉄に関するクイズ 

① 地下鉄は電気を使って動いている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地下鉄の運転手は二人いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ バスと同じく、一度にたくさんの人を運ぶ

ので地球にやさしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35%

69%

65%

31%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

75%

91%

25%

9%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

85%

90%

15%

10%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

78%

75%

22%

25%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

87%

89%

13%

11%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解

74%

94%

26%

6%

0% 50% 100%

学習前

学習後

正解 不正解
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問4.おうちの人と一緒にバスや地下鉄を使っ

ておでかけしたいかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① バスクイズ「お年寄りの役に立っている」

の正誤別に見た、今後のバス利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バスクイズ「たくさんの人を一度に運ぶの

で地球にやさしい」の正誤別に見た、今後

のバス利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地下鉄クイズ「たくさんの人を一度に運ぶ

ので地球にやさしい」の正誤別に見た、今

後のバス利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87%

75%

4%

17%

10%

8%

0% 50% 100%

学習前

学習後

おでかけしたい ちょっと難しい

おでかけしたくない

74%

100%

26%

0%

0% 50% 100%

正解

不正解

おでかけしたい おでかけしたくない

76%

67%

24%

33%

0% 50% 100%

正解

不正解

おでかけしたい おでかけしたくない

76%

67%

24%

33%

0% 50% 100%

正解

不正解

おでかけしたい おでかけしたくない
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 保護者 (2)

 

 バスの乗り方、降り方の話をしたという回答が 5割と最も多い 

 鶴巻小と同じく、地域として公共交通の便が悪いため、出かける際はクルマ利用がメ

インとなっている 

 授業後子供と何かしら話をしている保護者は、今後公共交通利用機会が増えるであろ

うと回答する割合が高くなっている 

 

 

問1. 交通環境学習を終えて、お子様とどのよう

なお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2. お子様とのおでかけでのバスや電車、クル

マの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3. 今後お子様との外出時における、バスや電

車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供とした話の内容別、今度の公

共交通利用機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50%

23%

12%

23%

15%

35%

0% 20% 40% 60%

バスの乗り方・降り方

バスのマナー

バスについて

バスでのおでかけ

その他

特に話さなかった

27% 65%

19% 76%

90%

0% 50% 100%

バス

電車

クルマ

毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1回以下

12%

38%

50%

0%

増えると思う 少し増えると思う

変わらない 減ると思う

69%

20%

4%

50%

20%

8%

31%

15%

15%

8%

15%

46%

0% 20% 40% 60% 80%

バスの乗り方・降り方

バスのマナー

バスについて

バスでのおでかけ

その他

特に話さなかった

増えると思う、少し増えると思う 変わらない
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４-４ 鶴巻小学校(4 年生) 

１） 使用した調査票 

 児童用 (1)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設問 2については①～④について、「よく知っている」から順に 4,3,2,1 と点数を付し、合計点

が 14 点以上を「よく知っている」、10～13 点を「少し知っている」、7～9 点を「聞いたことは

ある」、6点以下を「知らない」と分類し、集計している 
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 保護者用 (2)
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２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 バスや電車での移動が好き、一人で乗れるという児童が、学習後減少している。貸し

切りバス 1台に大人数で乗車し、大変さを体験したこと等が原因と考えられる。 

 バスの時刻調べついては一定の授業効果がみられる。 

 授業前後で今後の公共交通利用意欲に大きな差は無いが、使わない理由について、「好

きなところで乗り降りできない」「お金がかかる」「知らない人が大勢乗っている」と

いう回答が大きく増加。実際にバスに乗車し、小学校の位置も含め、使い勝手の悪さ

を感じてしまったことが原因と考えられる。 

 一人で公共交通に乗れる、一人で時刻等を調べられると回答した児童の方が、今後の

利用意欲が高くなっている。 

 

 

問1.個人属性について 

 

① 休日よく使う交通手段は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クルマでの移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ バスや電車(地下鉄)での移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 家の近くにバス停や電車（地下鉄）の駅は

ある？ 

 

 

 

 

  

86.2%

3.1%

4.6%

21.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

クルマ

バス

電車(地下鉄)

自転車

使わない(徒歩)

89.2%

84.4%

10.8%

15.6%

0% 50% 100%

学習前

学習後

好き 嫌い

49.2%

39.1%

9.2%

6.3%

20.0%

23.4%

21.5%

31.3%

0% 50% 100%

学習前

学習後

好き バスは好き 電車(地下鉄)は好き 嫌い

13.8%

9.2%

44.6%

55.4%

10.8%

12.3%

30.8%

23.1%

0% 50% 100%

学習前

学習後

両方ある バス停はある 駅はある どちらもない
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⑤ 一人でバスや電車(地下鉄)ｎ乗ることが

できる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バスや電車(地下鉄)の時刻・ルートを自分

で調べられる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.次のことについて知っていますか？ 

① 自動車・バス・電車(地下鉄)を動かすとき

に二酸化炭素という気体が出る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 二酸化炭素は地球温暖化の原因となって

いる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地球温暖化が進むと、身の回りで食べ物を

作れなくなったり、外国にしかなかった病

気が日本でも流行したりするという問題

が起きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ クルマに比べバスや電車(地下鉄)は一度

に大勢の人を運べるので、一人当たりの二

酸化炭素を出す量は少なくなり、環境にや

さしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.6%

36.9%

55.4%

63.1%

0% 50% 100%

学習前

学習後

できる できない

38.5%

60.0%

61.5%

40.0%

0% 50% 100%

学習前

学習後

できる できない

13.8%

21.5%

26.2%

32.3%

16.9%

20.0%

43.1%

26.2%

0% 50% 100%

学習前

学習後

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない

52.3%

46.2%

26.2%

26.2%

13.8%

20.0%

7.7%

7.7%

0% 50% 100%

学習前

学習後

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない

32.3%

30.8%

16.9%

30.8%

35.4%

21.5%

15.4%

16.9%

0% 50% 100%

学習前

学習後

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない

18.5%

21.5%

32.3%

32.3%

21.5%

20.0%

27.7%

26.2%

0% 50% 100%

学習前

学習後

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない
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問3.今後家族と出かける時について 

① バスや電車(地下鉄)を使おうと思うか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①で少なくともどちらかを使おうと思う

と答えた理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 使わないと思う理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問4.バスや電車(地下鉄)はクルマよりも不便

だ思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5.学習後、おうちの人と話した内容について

(事後のみ) 

 

 

 

 

 

  

21.5%

23.1%

7.7%

6.2%

9.2%

16.9%

61.5%

53.8%

0% 50% 100%

学習前

学習後

できるだけ両方使おうと思う

バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

52.0%

44.0%

52.0%

8.0%

36.0%

32.0%

4.0%

28.0%

16.0%

40.0%

60.0%

50.0%

16.7%

16.7%

33.3%

13.3%

30.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

バスに乗ることが楽しい

電車（地下鉄）に乗ることが

楽しい

地球環境にやさしい

利用者が減ると、クルマを

運転できない人が困る

たくさんの人と一緒に

移動ができる

クルマに比べ事故を

起こす心配が少ない

クルマばかり使っていると

運動不足になってしまう

みんながクルマを使うと

道路が渋滞してしまう

その他

学習前 学習後

35.0%

37.5%

12.5%

15.0%

32.5%

45.0%

20.0%

27.5%

57.1%

71.4%

20.0%

8.6%

37.1%

68.6%

31.4%

34.3%

0% 20% 40% 60% 80%

好きなところで

乗り降りできないから

お金がかかるから

バス停や駅が

遠いところにしかないから

子供だけで乗るのは難しい

から

出発時刻を選べないから

知らない人が

たくさん乗ってくるから

マナーを守らなければいけ

ないから

その他

学習前 学習後

20.0%

21.0%

24.6%

24.2%

55.4%

54.8%

0% 50% 100%

学習前

学習後

便利だと思う 不便だと思う どちらでもない

15.4%

13.8%

24.6%

21.5%

4.6%

9.2%

26.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

乗り方・降り方

マナー

おでかけ

環境問題

他の利用者

その他

特に話していない
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【クロス集計】 

 

① 自力で乗車できる・できない別にみた、今後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自力で時刻等を調べられる・調べられない別にみた、今後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 環境に関する知識の有無による、今後の公共交通利用意欲 

 

  

29.2%

19.5%

8.3%

4.9%

12.5%

19.5%

50.0%

56.1%

0% 50% 100%

できる

できない

できるだけ両方使おうと思う

バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

25.6%

19.2%

5.1%

7.7%

17.9%

15.4%

51.3%

57.7%

0% 50% 100%

できる

できない

できるだけ両方使おうと思う

バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

13.3%

25.0%

30.8%

22.2%

6.7%

0.0%

15.4%

11.1%

20.0%

21.4%

7.7%

11.1%

60.0%

53.6%

46.2%

55.6%

0% 50% 100%

よく知っている

少し知っている

あまり知らない

知らない

できるだけ両方使おうと思う
バスならできるだけ使おうと思う
電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う
両方ともあまり使わないと思う
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 保護者 (2)

 

 約半数の保護者が授業後に児童と何も話していないと回答 

 何か話をした保護者と、何も話さなかった保護者の、今後の公共交通利用機会につい

ての回答がはっきりと分かれており、何か話をしている保護者の方が、利用機会が増

えるだろうという回答が多い。 

 

問1.交通環境学習を終えて、お子様とどのよう

なお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.お子様とのおでかけでのバスや電車、クル

マの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.今後お子様との外出時における、バスや電

車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供とした話の内容別、今後の公

共交通利用機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.8%

26.3%

26.3%

5.3%

0.0%

10.5%

47.4%

0% 20% 40% 60%

バスの乗り方・降り方

バスのマナー

バスでのおでかけ

環境問題

他の利用者

その他

特に話していない

32% 53%

50%

11%

94%

50%

0% 50% 100%

バス

電車

クルマ

毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1回以下

0%

26%

74%

0%

増えると思う 少し増えると思う

変わらないと思う 減ると思う

60.0%

40.0%

60.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

21.4%

14.3%

7.1%

0.0%

7.1%

64.3%

0% 20% 40% 60% 80%

乗り方・降り方について

マナーについて

お出かけについて

地球温暖化について

どういう人の役に

立っているかについて

その他

特に話していない

少し増えると思う 変わらない
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４-５ 台原小学校(5 年生) 

１） 使用した調査票 

 児童用 (1)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設問 2については①～④について、「よく知っている」から順に 4,3,2,1 と点数を付し、合計点

が 14 点以上を「よく知っている」、10～13 点を「少し知っている」、7～9 点を「聞いたことは

ある」、6点以下を「知らない」と分類し、集計している 
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 保護者用 (2)
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２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 バスや地下鉄の時刻調べについて、一定の授業効果がみられる。 

 環境問題と交通の関係性について、全体的に理解度が向上しており、今後の公共交通

利用意欲がある児童の理由をみても、「環境にやさしいから」という回答が大幅に増

加している。 

 また、環境問題の知識の有無による、今後の公共交通利用意欲を見ても、知識を持っ

ている児童の方が今後の公共交通利用意欲が高い。 

 自分でバスの時刻を調べられるという児童の方が、今後の公共交通利用意欲が高い。

調べるところから実際にその通りに行動するという実践を通し、自信がついたためで

はないかと考えられる。 

 

問1.個人属性について 

① 休日よく使う交通手段は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クルマでの移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ バスや電車(地下鉄)での移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 家の近くにバス停や電車(地下鉄)の駅は

ある？ 
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8.0%
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使わない(徒歩)

79.3%
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20.7%

19.8%
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好き 嫌い

48.7%

43.8%

5.3%

5.4%

31.9%

31.3%

14.2%

19.6%

0% 50% 100%

学習前

学習後

好き バスは好き 電車(地下鉄)は好き 嫌い

67.6%

16.2%

13.5%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80%

両方ある

バス停はある

駅はある

どちらもない
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⑤ 一人でバスや電車(地下鉄)に乗ることが

できる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バスや電車(地下鉄)の時刻・ルートを自分

で調べられる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.次のことについて知っていますか？ 

① クルマ･バス･電車(地下鉄)を動かす時に

二酸化炭素という気体が出る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 二酸化炭素は地球温暖化の原因となって

いる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地球温暖化が進むと、身の回りで食べ物を

作れなくなったり、外国にしかなかった病

気が日本でも流行したりするという問題

が起きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ クルマに比べ、バスや電車(地下鉄)は一度

に大勢の人を運べるので、一人当たりの二

酸化炭素を出す量は少なくなり、地球にや

さしい 
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66.1%

74.5%

33.9%

25.5%

0% 50% 100%
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できる できない

23.9%

42.0%

18.6%

29.5%
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20.5%

23.9%
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0% 50% 100%

学習前
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よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない
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14.3%
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18.6%

17.9%
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問3.今後家族と出かける時について 

① バスや電車(地下鉄)を使おうと思うか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①で少なくともどちらかは使おうと思う

と答えた理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ①で使わないと思うと答えた理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問4.バスや電車(地下鉄)はクルマよりも不便

だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5.学習後、おうちの人と話した内容について

(事後のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.3%

46.7%

6.5%

2.8%

27.1%

22.4%

28.0%

28.0%
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学習前
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47.0%
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13.3%

10.8%

22.9%
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25.3%

22.9%

46.3%

50.0%
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バスや電車（地下鉄）に
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地球環境にやさしいから

利用者が減ると、クルマを

運転できない人が困るから

たくさんの人と一緒に

移動ができるから

クルマに比べ事故を起こす

心配が少ないから

クルマばかり使っていると

運動不足になってしまうから

みんながクルマを使うと

道路が渋滞してしまうから

その他

学習前 学習後

36.7%

26.7%
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40.0%

43.3%
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知らない人が
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マナーを守らなければ

いけないから

その他

学習前 学習後

28.6%

27.6%

23.8%

22.9%

47.6%

49.5%

0% 50% 100%

学習前

学習後

便利だと思う 不便だと思う どちらでもない

30.4%

21.4%

44.6%

12.5%

14.3%

11.6%

13.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

乗り方・降り方

マナー

おでかけ

環境問題

他の利用者

その他

特に話していない
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【クロス集計】 

 

① 自力で乗車できる・できない別にみた、今後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自力で時刻等を調べられる・調べられない別にみた、今後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 環境に関する知識の有無による、今後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.2%

53.8%

3.2%

0.0%

20.4%

30.8%

30.1%

15.4%

0% 50% 100%

できる

できない

できるだけ両方使おうと思う

バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

56.4%

18.5%

2.6%

3.7%

20.5%

25.9%

20.5%

51.9%

0% 50% 100%

できる

できない

できるだけ両方使おうと思う

バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

52.3%

56.8%

33.3%

20.5%

16.2%

27.8%

50.0%

25.0%

21.6%

38.9%

50.0%

0% 50% 100%

よく知っている

少し知っている

あまり知らない

知らない

できるだけ両方使おうと思う
バスならできるだけ使おうと思う
電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う
両方ともあまり使わないと思う
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 保護者 (2)

 

 

 近くに地下鉄の駅がある等、比較的公共交通の便が良いため、普段のおでかけの際に

公共交通を利用している人が多い 

 授業後特に何も話していない保護者が 2割弱と少ない 

 授業後子供と何かしら話をしている保護者は、今後公共交通利用機会が増えるであろ

うと回答する割合が高くなっている 

 

 

 

問1. 交通環境学習を終えて、お子様とどの

ようなお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2. お子様とのおでかけでのバスや電車、

クルマの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3. 今後お子様との外出時における、バス

や電車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供とした話の内容別、今後

の公共交通利用機会 
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34.2%
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16.4%
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特に話していない
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クルマ

毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1回以下

14%

32%53%

1%

増えると思う 少し増えると思う

変わらないと思う 減ると思う

60.6%

33.3%

48.5%

3.0%

0.0%

9.1%

6.1%

47.5%

35.0%

22.5%

5.0%

0.0%

10.0%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80%

乗り方・降り方について

マナーについて

お出かけについて

地球温暖化について

どういう人の役に

立っているかについて

その他

特に話していない

増える・少し増えると思う 変わらない・減ると思う
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４-６ 虹の丘小学校(5 年生) 

１） 使用した調査票 

 児童用 (1)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設問 2については①～④について、「よく知っている」から順に 4,3,2,1 と点数を付し、合計点

が 14 点以上を「よく知っている」、10～13 点を「少し知っている」、7～9 点を「聞いたことは

ある」、6点以下を「知らない」と分類し、集計している 
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 保護者用 (2)
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２） 分析結果 

 児童 (1)

 

 「自動車等を利用すると二酸化炭素が出る」「二酸化炭素が温暖化の原因となる」「公

共交通は一人あたりの二酸化炭素排出量が少ないため環境にやさしい」ということへ

の理解度が、授業後大幅に向上している。 

 今後の公共交通利用意欲についても、利用しようという児童が増加しており、主な理

由としては「環境にやさしいから」「利用者が減り、公共交通が減少すると車を運転

できない人が困る」「みんなが車ばかり使うと渋滞する」。 

 公共交通が車と比べて、便利だと考える割合に変化は無いが、逆に不便であると考え

る割合が大幅に減少している。メリットデメリットの両方を考えさせる事で、便利と

は思わないまでも、一概に不便だとは思わなくなったのではないかと思われる。 

 環境に関する知識がある児童ほど、今後の公共交通利用意欲が高い。 

 

問1.個人属性について 

① バスの利用経験は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 電車(地下鉄)の利用経験は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 親の通勤手段は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 休日よく使う交通手段は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

97%

3%

ある ない

100%

ある ない
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使わない(徒歩)
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自転車

使わない(徒歩)
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⑤ クルマでの移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バスや電車(地下鉄)での移動が好き？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 家の近くにバス停や電車(地下鉄)の駅は

ある？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 一人でバスや電車(地下鉄)に乗れる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.次のことについて知っていますか？ 

① クルマ･バス･電車(地下鉄)を動かすとき

に二酸化炭素という気体が出る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 二酸化炭素は地球温暖化の原因となって

いる 
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③ 地球温暖化が進むと、身の回りで食べ物を

作れなくなったり、外国にしかなかった病

気が日本でも流行したりするという問題

がおきる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ クルマに比べ、バスや電車(地下鉄)は一度

に大勢の人を運べるので、一人あたりの二

酸化炭素を出す量は少なくなり、地球にや

さしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3.今後家族と出かける時について 

① バスや電車(地下鉄)を使おうと思うか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①で少なくともどちらかは使おうと思う

と答えた理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ①で使わないと思うと答えた理由は？ 
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事故を起こす心配が少…

クルマばかり使っていると

運動不足になってしまう…

みんながクルマを使うと

道路が渋滞してしまう

その他

学習前 学習後

25.0%

45.0%

10.0%

40.0%

20.0%

15.0%

0.0%

35.0%

40.0%

40.0%

6.7%

53.3%

20.0%

6.7%

0.0%

46.7%

0% 20% 40% 60%

好きなところで乗り降りできない

お金がかかる

バス停や駅が近くに無い

子供だけで乗るのは難しい

出発時刻を選べない

知らない人がたくさん乗ってくる

マナーを守らなければいけない

その他

学習前 学習後

4 - 43



 

 

 

問4.バスや電車(地下鉄)はクルマよりも不便

だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5. 学習後、おうちの人と話した内容について

(事後のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 自力で乗車できる・できない別にみた、今

後の公共交通利用意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 環境に関する知識の有無による、今後の公

共交通利用意欲 
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26.3%

34.2%

7.9%

31.6%
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バスが色々な人の

役に立っていること

その他

話していない
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バスならできるだけ使おうと思う

電車（地下鉄）ならできるだけ使おうと思う

両方ともあまり使わないと思う

50.0%

33.3% 25.0%

100.0%

13.6% 31.8%

41.7%

100.0%

0% 50% 100%

よく知っている

少し知っている
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 保護者 (2)

 

 他のモデル校と異なり「バスがいろんな人の役に立っている事」について、話したと

いう回答が約 6割と多い 

 授業後に何かしら子供と話をしたという保護者において、今後公共交通の利用機会が

「変わらない」という回答が 0%であり、全員が少なからず増加すると回答している 

 

 

問1.交通環境学習を終えて、お子様とどのよう

なお話をされましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問2.お子様とのお出かけでのバスや電車・クル

マの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 今後お子様との外出時におけるバスや電

車に乗る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

① 学習後に子供と話した内容別、今後の公共

交通利用機会 
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特に話していない
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バス

電車

クルマ
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53.8%

23.1%

53.8%

69.2%

7.7%

0.0%

12.5%

6.3%

18.8%

50.0%

25.0%

31.3%

0% 20% 40% 60% 80%

市営バスの事について

市営地下鉄の事について

バスと環境問題の

関係について

バスが色々な人の役に

立っていることについて

その他

特に話していない

増える・少し増えると思う 変わらないと思う
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５． 今後の方針 

 

５-１ 今年度の課題 

今年度のモデル授業実施担当の先生方へのアンケート調査結果及び、作業部会(第 6 章

参照)にて挙げられた意見より、今年度の課題の整理を行った 

 

表 ５-１ 今年度の課題 

項目 課題 

学習内容  環境面の学習のゴールが不明確 

 高学年であっても、地域によっては公共交通が身近ではなく、興味を

持っていない児童がおり、学年単位で一様に目標(内容)を決めるのは難

しい 

学習計画  学習計画(特に校外学習)の計画時期が早く、途中から他の内容を組み込

むのは大変 

教材  模擬運賃箱等、模擬乗車グッズの効果は高く、今後も需要有り 

 先生側で教材の取捨選択、加工の需要 

その他  市の内部で取り組みの周知がされていない 

 さまざまな関連機関(交通局、宮交バス等)との連携 

 効果的な広報が必要 
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５-２ 課題に対する来年度の対応方針 

 

前節に記述した今年度の課題を考慮し、来年度の取り組みとして、以下の対応方針を

設定する。 

 

① 学習内容・授業計画の確定 

⇒環境面の取り組み内容の確定が課題であり、かつ学年に応じたレベルである必

要があることから、取り込む学年ごとのレベルについて検討し、学習内容を確

定する。 

 

② 学習教材の内容・教材の確定 

⇒①の学習内容を取り込んだ内容に変更し教材を確定する。 

 

③ マニュアルの作成 

⇒先生方にとって交通環境学習を取り組みやすいものにすることが課題であるこ

とから、教材の利用方法、校外学習の際のバスの手配方法・実施に必要な情報

収集等ついてのマニュアルを作成する。 

 

④ 広報の方法の確定 

⇒交通環境学習の普及を図るため、効率的な広報手段の確定が必要であることか

ら、HP・チラシの活用や広報内容を確定する 

⇒学習内容に応じて教材を選択できるよう、学年を限定しない教材の提供方法を

確定する 

 

⑤ 効果測定項目の確定 

⇒取り組みの改善のためにも、効果をしっかりと把握することが必要であること

から、各教材パッケージと効果測定方法の関連付けをし、効果測定方法を確定

する。 
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５-３ 来年度のスケジュール 

来年度のスケジュールは、以下のように想定している。 

 

【平成 25 年度】 
4 月上旬 広報開始(チラシ・サンプル教材配布、ホームページ公開) 

 

 

6 月上旬 平成 25 年度モデル授業実施校決定(初回打合せ、趣旨説明含む) 

 

 

6 月下～7 月上旬 第 8 回仙台市小学生交通環境学習推進委員会(実施校、今年度実施内容 

 の報告) 

 

 

9 月～11 月 モデル授業の実施 

 

 

11 月～12 月 授業効果測定 

 

 

12 月中旬 第 9 回仙台市小学生交通環境学習推進委員会(授業状況、効果測定の 

 報告等) 

 

 

1 月中旬 平成 25 年度作業部会 

 

 

2 月下旬 パッケージ内容・広報手段の改善、確定 

 

 

3 月 第 10 回仙台市小学生交通環境学習推進委員会(普及に向けての 

 最終報告) 

 

【平成 26 年度】 
4 月～ 本格的な全市的普及（チラシ・HP） 

 

 

図 ５-１来年度のスケジュール 
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６． 事業の概要 

 

６-１ 検討委員会の運営支援 

１） 検討委員会の概要 

本委員会は「仙台市小学生交通環境学習推進委員会」の構成員により実施している。 

第 5 回委員会は平成 24 年 7 月 13 日に、第 6 回委員会は平成 24 年 11 月 9 日に、第 7 回委

員会は平成 25 年 3 月 21 日に実施している。 

次頁より、委員会の開催概要を記載する。各委員会の議事録及び、資料については巻末の

【資料編】を参照のこと。 

※第 1～4 回委員会は平成 23 年度以前に実施済み 
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２） 委員会開催状況 

開催状況は以下の通りである。 

 

 (1) 第 5 回委員会 

【開催概要】 

 日 時 平成 24 年 7 月 13 日(金) 10:00～12:00 

 会 場 仙台市役所 2 階 第 5 委員会室 

 出 席 委 員 東北工業大学工学部建設システム工学科 准教授 菊池輝委員長 

 宮城教育大学大学院教育学研究科 教授 吉村敏之副委員長 

 公益財団法人みやぎ･環境とくらしﾈｯﾄﾜｰｸ 理事 門田陽子委員 

 NPO 法人まなびのたねﾈｯﾄﾜｰｸ 代表理事 伊勢みゆき委員 

 仙台市立虹の丘小学校 校長 西嶋茂雄委員 

 仙台市立台原小学校 校長 佐藤豊喜委員 

 国土交通省東北運輸局子閏環境部環境課 課長 嶋中達也委員(代理) 

 仙台市教育局学校教育部教育指導課 課長 八巻賢一委員 

 [8 名] 

 欠 席 委 員 NPO 法人まちづくり政策フォーラム 理事 足立千佳子委員[1 名] 

 オブザーバー 交通エコロジーモビリティ財団 交通環境企画課 岡本英晃課長代理 

 仙台市立鶴巻小学校 狩野孝彦校長 

 仙台市立茂庭台小学校 猪股亮文校長 

 仙台市立広瀬小学校 河原木美智也校長 

 事 務 局 仙台市環境局環境部環境都市推進課 川股直哉課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部 佐野公司部長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 若生孝志課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 及川純一主任 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 小野寺伸介技師 

 パシフィックコンサルタンツ株式会社 東北支社 

 議 事 1 開会 

 2 あいさつ 

 3 議事 

 (1)過年度の授業概要および課題について 

 (2)平成 24 年度の取り組みについて 

 (3)その他 

 ・次回開催日程の確認 

 ・今後の予定 

 4 閉会 

 配 布 資 料 1 仙台市小学生交通環境学習推進委員会 

 <平成 24 年度の取り組みについて> 
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 (2) 第 6 回委員会 

【開催概要】 

 日 時 平成 24 年 11 月 9 日(金) 10:00～12:00 

 会 場 仙台市役所 2 階 第 5 委員会室 

 出 席 委 員 東北工業大学工学部建設システム工学科 准教授 菊池輝委員長 

 宮城教育大学大学院教育学研究科 教授 吉村敏之副委員長 

 公益財団法人みやぎ･環境とくらしﾈｯﾄﾜｰｸ 岸恵理委員(代理) 

 NPO 法人まなびのたねﾈｯﾄﾜｰｸ 代表理事 伊勢みゆき委員 

 仙台市立虹の丘小学校 校長 西嶋茂雄委員 

 仙台市立台原小学校 校長 佐藤豊喜委員 

 国土交通省東北運輸局子閏環境部環境課 係長 木内陽子委員(代理) 

 仙台市教育局学校教育部教育指導課 課長 八巻賢一委員 

 [8 名] 

 欠 席 委 員 NPO 法人まちづくり政策フォーラム 理事 足立千佳子委員[1 名] 

 オブザーバー 交通エコロジーモビリティ財団 交通環境企画課 岡本英晃課長代理 

 仙台市立鶴巻小学校 狩野孝彦校長 

 事 務 局 仙台市環境局環境部環境都市推進課 川股直哉課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部 佐野公司部長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 若生孝志課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 坂野浩之主査 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 及川純一主任 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 小野寺伸介技師 

 パシフィックコンサルタンツ株式会社 東北支社 

 議 事 1 開会 

 2 あいさつ 

 3 議事 

 (1)平成 24 年度モデル校の授業内容について 

 (2)その他 

 4 その他 

 5 閉会 

 配 布 資 料 1 第 6 回仙台市小学生交通環境学習推進委員会 

 参 考 資 料 1 平成 24 年度のモデル授業の実施指導案 

 2 平成 24 年度の授業で作成した教材(確定分のみ) 
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 (3) 第 7 回委員会 

【開催概要】 

 日 時 平成 25 年 3 月 21 日(木) 15:00～17:00 

 会 場 仙台市役所 2 階  

 出 席 委 員 東北工業大学工学部建設システム工学科 准教授 菊池輝委員長 

 宮城教育大学大学院教育学研究科 教授 吉村敏之副委員長 

 公益財団法人みやぎ･環境とくらしﾈｯﾄﾜｰｸ 岸恵理委員(代理) 

 NPO 法人まなびのたねﾈｯﾄﾜｰｸ 代表理事 伊勢みゆき委員 

 仙台市立虹の丘小学校 校長 西嶋茂雄委員 

 仙台市立台原小学校 教務主任 庄子裕委員(代理) 

 国土交通省東北運輸局子閏環境部環境課 課長 嶋中達也委員 

 仙台市教育局学校教育部教育指導課 課長 八巻賢一委員 

 [8 名] 

 欠 席 委 員 NPO 法人まちづくり政策フォーラム 理事 足立千佳子委員[1 名] 

 オブザーバー 交通エコロジーモビリティ財団 交通環境対策部 加藤信次部長 

 交通エコロジーモビリティ財団 交通環境企画課 岡本英晃課長代理 

 仙台市立鶴巻小学校 狩野孝彦校長 

 仙台市立広瀬小学校 河原木美智也校長 

 仙台市立も庭台小学校 猪股亮文校長 

 事 務 局 仙台市環境局環境部環境都市推進課 川股直哉課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部 佐野公司部長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 若生孝志課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 坂野浩之主査 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 及川純一主任 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 小野寺伸介技師 

 パシフィックコンサルタンツ株式会社 東北支社 

 議 事 1 開会 

 2 あいさつ 

 3 議事 

 (1)交通環境学習普及に向けた取り組みについて 

 (2)来年度の取り組みについて 

 (3)広報について 

 (4)来年度の作業スケジュールについて 

 4 その他 

 5 閉会 

 配 布 資 料 1 今年度の取り組みについて 

 2 学習普及に向けた取り組みについて 

 3 モデル授業で作成した学習指導案と教材 

 参 考 資 料 1 作業部会議事要旨 

 2 児童･保護者アンケート結果 
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６-２ 作業部会の運営支援 

１） 作業部会の概要 

今年度実施したモデル授業を基に、交通環境学習の授業パッケージ(カリキュラム、その

中で必要な教材を組み合わせたもの)の素案を作成している。本部会では、来年度のモデル

授業及び、再来年度以降の普及においては授業パッケージをベースとして広めていくことを

前提とし、パッケージ案について現場の先生方から意見を頂くことを目的とする。 

部会概要は次頁の通りである。 
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 (1) 作業部会 

【開催概要】 

 日 時 平成 25 年 1 月 29 日(火) 15:00～17:00 

 会 場 仙台市役所北庁舎 C 館 2 階 会議室 

 出 席 者 仙台市立広瀬小学校 五十嵐姿子先生 

 仙台市立鶴巻小学校 下山俊子先生 

 仙台市立茂庭台小学校 鈴木陽子先生 

 仙台市立鶴巻小学校 関真人先生 

 仙台市立台原小学校 千葉政典先生 

 仙台市立虹の丘小学校 飯野正義先生 

 [6 名] 

 オブザーバー 東北工業大学工学部建設システム工学科 准教授 菊池輝委員長 

 事 務 局 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 若生孝志課長 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 坂野浩之主査 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 及川純一主任 

 仙台市都市整備局総合交通政策部公共交通推進課 小野寺伸介技師 

 パシフィックコンサルタンツ株式会社 東北支社 

 議 事 1 開会 

 2 あいさつ 

 3 出席者の自己紹介 

 4 仙台市小学生交通環境学習推進委員会について 

 ・本委員会の目的 

 ・今年度の目的 

 ・モデル授業の位置づけ 

 ・作業部会の目的 

 5 議題 

 ①今年度の取り組みについて 

 (各モデル授業の概要、効果、課題について先生方より) 

 ②モデル授業の効果・課題についての意見交換 

 6 その他 

 7 閉会 

 配 布 資 料 1 仙台市小学生交通環境学習推進委員会について 

 2 今年度の取り組みについて(授業パッケージ案) 

 3 平成 24 年度のモデル授業で作成した教材 

 参 考 資 料 1 アンケート結果 
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